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今年度から新たに5年間の計画で始まった第二次スー パーサイエンスハイスク ール(SSH)の研究テ ー マとして、

仕会科では「『科学者の社会的責任を考える』授業作り」を掲げた。 これは、第一—次のSSHにおいて追究したテ ー マ

を授業に反映させることを目的としてし ‘ る。 本稿は、その1 年目として、20世紀に人類が間発した最も強大な科学

兵器である原爆をとりあげた授業実践を報告する。 具体的には、中学校1年生の地理的分野と高等学校 2年生の日

本史での授業である。

キー ワ ー ド 科学者の社会的責任 広島 原爆 社会科学習 日本史 平和教育

1 はじめに

2002 年に本校がスーパ ーサイエンスハイスク ール
(SSH)の研究指定校となって以来、社会科では「科学者
の社会的責任を考える」をテ ー マとして研究に参加し
てきた。 SSHは一般には理数科教育の推進が中心課題
とされるが、 社会科において上記テ ー マを設定したの
は、ますます複雑になる現代世界において、科学が持
つ社会的な意味をとらえ直し、文系・理系にとらわれ
ない広い社会的・歴史的な教養を持つ若者を育てるこ
とが重要だろうと考えてのことであった。 そして、今
年度から第二次のSSH指定校(5年間）としての研究
継続が決定するに伴い、あらためてこのテ ー マの持つ
意味をとらえ直し、 引き続き取り組んでいくこととし
た。今次は、授業や総合的な学習の時間などを通して、
生徒とともに学ぶ実践をより重視したい。

第一次の5年間の研究で、研究者を招いての講演会
や授業などで取り上げてきたテ ー マには次のようなも
のがある。
＊核間題 ＊生命倫理 ＊7 3 1部隊 ＊ナチス下の

医学 ＊オウム真理教 ＊公杏 ＊超常現象ブーム

これらは、 社会科内の各科目でさまざまな機会にとり

あげ、学び考えていくことができる。 また、 社会科の

教員が関わる総合的な学習の時間などでも扱うことが

可能である。 これらに関して、教員がいっそう深く多

様な教材の準備を行うとともに、生徒自身とともに学

習を深める機会をつくることをめざしていく。

今年度は、歴史・地理・公民の各分野が総合的に関

われるテ ー マ（地域）として、 まず「広島」をどうと

らえ学んでいくかを中心的なテ ー マとした。本稿では、

2007年 11月に開催された本校教育研究会において、

このテ ー マにもとづく公開授業を行ったので、 その概

要を紹介するとともに、 参加者からのコメントや次年

度に向けての展望について述べる。

2 中学校で学ぶ原爆

（大野新）

2. 1 地理教育における平和教育と原爆

第二次世界大戦前・中の地理教育は戦争遂行のため

に利用されてきた。地政学は地理教科書にも反映され、

大東亜共栄圏の必要性が強調された。 戦後は、 歴史教

D iscussmg th e social responsibility of the scientists in the classroom 
what was Hirosima,and how shotud we teach it? 
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育と比較して 、 戦薗の地理敦育にたいする反省はイ：：： 十

分であった。

第二次世界大戦後、 戦争への反省から、 平和教育と

しヽうジャンルか確立し、広島・長崎 ・ 沖縄 ・ アジアの学

習において地理教育が 一 定の貢献をした時代かあった。

しかし現在の地理教育においては、 地誌教育か行し 、 に

くし、：状況の中で、 戦争や平和の学習に好適な沖縄 ・ 広

島・長崎を地域として扱うことは難しくなっている。

このような現状の中で 、 地理教育において、 原爆は

どのように扱われてし ヽ るのだろうか。 1970年代まで、

地理教育で「戦争•平和」を扱うことを学督指導要領

や教科書では想定してし 、なかった。民間教育団体でも、

地理教育を通じて平和を考えることをめざすという共

通認識か定着したのは、1970年代後半になってからだ

った。 その後、 中学校においては、 長しヽ間地誌学習が

中心にすえられてし、たことによって、 広島や長崎にお

ける学習で原爆のことが教科書に取り上げられてしヽた。

たとえば、 1996（平成8)年版中学校社会科教科書地理

的分野（教育出版）には、 広島に関して、 次のような記

述がある。

「広島は江戸時代、 大きな城下町だった。 明治以後は

県庁所在地・文教都市として、 また、 軍事都市として

発展してきた。1945（昭和20)年8月6日、 原了·爆弾が

アメリカ軍によって、 世界で最初に広島の中心部に投

下された。 町は破壊され、 20万以上の人々が死亡し，

今でも屈爆症に苦しんでし ‘る人々がしヽる。 爆心地の付

近にある平和公園には、『原爆ド ー ム』か当ll寺のままの

姿で保存され、 平和へのI!i阻iし、をこめてしヽる。 第2次世

界大戦後、 人々の努力によって復興をとげた広島は、

人口が100万人をこえる大都市となり、 中国•四国地

方の政治 ・ 経済 ・ 文化の中心地となってしヽる。」

中国 ・ 四国地方の地詰学習の最初にとりあげられた

広島の部分で迎祁；の授業時間配当部分にこの記述があ

っナ—
-o 

しかし、次の改訂1999（半成11) 1:j訂こなると、広島を

扱った部分は教科暑の特設ページヘ移った。 内容は詳

糸I!］になったが、 特設ページは必ずしも授業時間内に扱

わなくともよし、部分なので、 実質的にははずされたと

苺えてよし 、。戦後50年を 経て、広島の｝原爆をテーマと

して扱うことが風化してきたと い えるだろう。

さらに、 学習指導菱領が大きく改変された現行版か

らは完全に広島の記述がなくなったといってよい。 中

学校地理的分野は、 従来の地誌学習から調べ学習へと

学習方法を大きく転換し、 扱う地域も都道府県レベル

で2 ~ 3となった。 教科翡によっては広島を扱ったも

0) もあるが、 原爆を敦材とする平和学習は大きく後退

した。 核兵描廃絶の連動や原爆の間姐は歴史的分野や

公民的分野でのみ扱われるようになり現在にいたって

しヽる。

社会科地理的分野で廊爆を素材として扱うことにど

のような意味があるのか。 その、1信に間してし ‘くつかの

附摘をしておく。

①地理の学習におし、て、 対象とする地域がどのように

形成されたかを認識することは重要な視点である。 現

在．の広島の都市としての発達を考える上で、 ｝原燥が持

つ意味を理解することは大変重嬰である。

②原爆がもたらした影響をとらえることは、 地域を科

学的に認識することにつながっている。 いうまでもな

く人為的に与えられた被害としての原爆を総合的にと

らえることによって、 戦争の被害を具体的に把握する

二とができる。

③ますます風化する戦争の記1意をとどめるために原爆

は重要な素材である。それは、世界的にみても重要だと

思われる。また、単に原爆の被害を強調することだけで

はなく、客観的な視点を持つことでさらに意味を持つ。

そのような中で、 柳田邦男著『空白の天気図』に出

会った。 この本の内容は、 報告者にとってそれまでの

原爆観を大きく揺さぶるものであった。 また、 直接主

人公の北勲氏に会う経験もできた。 そのような経緯か

ら、今回、原爆をテ ー マとする学習のメインとして「科

学［州硯測精神」をおくことにした。

2. 2 中学校地理的分野での原爆の扱い

本佼の社会科は、 中学1 · 2年は冗型で， 地理・歴

史を迎2H寺間ずつで実施し、 3年生で公民を週3時間

で学習している。 中学1年の地理は日本地理をおもに

扱う。 年間の学習は地図学習に始まり、 沖縄、 身のま

わりの環境地図、 水俣を扱ったあと、 広島の学習とな

る。 その後、 阪袢1 ・淡路大霞災、 ［豊田、 東北の原了•カ

発電、 北湘道と続き、 最後に東京の学習となる。

原爆は広島の部分で取り上げてし‘る。 4時間構成と

なっており、以下に具体的にカリキュラムを紹介する。

く1時甜1目＞（広島とはどのような都市か）

原爆投下までの広島の歴史

①広島の地形

②城下町としての広島の発展

③明治期以降の軍都広島

①広島周辺の軍事施設
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＊ プ リ ン ト 資料 ・ 地図 で見る広島の 変遷

•原 了•爆弾被災状況地図

この時「閏では、 原爆投下に至る までの広島の歩み を

紹 介する。 ① まず、 広島市の地形的な特徴と して、 河

川 が形成したデル タ （三角川 ） 地形で あることを確認

する。 デルタ のため橋が重要で あ っ た り 、 川 が交通の

とな ってい る 点を確認する。 ②広島は毛利氏の城

下 町として発展しは じめ、 江戸時代 には浅野氏の居城

として町が間 発された。 ③明］台期以降は軍都と して成

長した こ とを伝える。 と く に、 日清戦争時には、 大 1造

へ の 出 兵が広島港 （宇品 港） か ら行われ、 軍 関係の施

設が拡大してい っ た こ とを指摘する。 ①第二次世界大

戦時には、 市内に陸軍の練兵場や工廠が あり 、 と く に

広島城の周 辺 にあ っ たこと を地図 で確認する。 また、

広島県には呉市に洵軍工廠か あり、 沖には江田島 （洵

軍兵学校） 、 さ らに東には大久野島 （毒 ガ ス 製造の島）

があ っ たことも指摘する。 この時間では、 原爆投下ま

での広島の状況を確認する。

く 2 時間 目 ＞（科学的観測精神 と原爆） ［公開授業］

原爆のイメー ジと科学的観測精神

①原爆のイメー ジ

②映画 「黒い国」 か らイメー ジ をつかむ

③北勲さんか観測した原爆

①科学［lり観測精神 とは何か

＊ 映像資料 映画「黒 い 雨 」 自 主撮影 「北 さ ん の

＊ プリン ト 資料 ・ 『空 白 の天気 図 』 柳田邦男 新潮

文庫 『犠牡』 柳 田 邦男 文藝春秋

この時間は、 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン作家柳 田 邦男 氏が著

し た 『空 白 の天気 図 』 を素材として原爆を 科学的に観

測 し た事実に追る。

① ま ず、 原爆投下について知 っ ていることを たずねる。

小学校時代の経験か ら、 フ ィ ルム映像 を 見たり、 マン

ガ『はだしの ゲ ン』 を読んだ生徒 も す く なか らずし ヽる。

②具体的なイ メー ジ を も たせるために、今村昌 平監督

の映圃 『黒い雨』 の冒頭 10分 く らいを 見せて、 投 下前

後の状況をと らえさせる。 被害の状況は、 次の時間 の

素材 となる。

③一 般的には、 ピカ ッ と光 っ て 、 ドンと爆風が来た と

い う イ メ ー ジで語 られる原爆投下だが、 当時の広島地

方気象台でこの場面 を観察していた人がいることを 紹

介する。 それを紹介した 『空 白 の天気図』 の部分を 朗

読し、 J、'乍裂 し た瞬間の状況を想像させ る 。

ちなみにその部分 を 引 用してお く 。

「午前 8 時 1 5 分 ー

北が乱数の筆記のため視線をメモ 川 紙に伏せてし 、た

ときだっ た。 一ll舜 目 も1l玄むよ う な閃 光 を 仝身に感 じ た

北は、 ハ ッ として舶 を 上 げ、 視線 を 窓0)外に向 け た。

すると市街地上空には驚 く べき現象か起こっ ていた。

白 しw:I）]顔の花のような 巨大な光靡が、 青 しヽ天空の中を

サ ー ツ と超ス ピー ドで四方に広がって行 く ではなし ヽか。

そ九は太1闊が 突然何千倍にもその舟畢き を」曽したのかと

息われ る よ う な衝撃的明るさを持 っ て し 、た。 北がこ の

光幽 を 日 撃 した時1]］はほ ん の 一 瞬、 おそ らくは 0. 5 秒

程度にす ぎなか っ たのだが、 そのあ ま り の強烈 さゆえ

に、 彼は長 し ヽ長し、時間その 光 を みてし、たような錯覚に

と らわれた。 そして網膜に焼きつい た 光薯の映像は、

彼 にとっ て生涯忘れ得ぬ も のとな っ

こ れ こ そ 、 人翡＇］が 目 らの歴 史の中 に消すことのでき

ない破壊と殺蓼加の深 い傷闊を残した恐るべき瞬間 だ っ

た のだが、 そのときの北には、 一体何が 起 こ っ たのか

も 理解できなかっ た。

次 の 瞬間 、 北は、 今度は至近距屑『でマ グネ シ ウ ムが

大量に焚かれたような閃 光と熱線の照射 を顔面に受 け

t= 、 - 0 

「 熱 し ‘ ツ 」

と 、 北は 口 の中で叫ん だ。 す ぐ近 く に新たな爆弾が

落 ち たと判断 した北は、 と っ さ に坐 っていた椅 了 を は

ねのけて床上に伏せ、 両手で耳と 目 を 被 っ た。

一秒、 二秒と奇妙な静寂が過 ぎ 、 心臓0) 鼓動が高鳴

るの を感 じ た 時、 天地か 裂 け たかと思われる轟音と振

動が響いで爆風が頭上を掠め、 伏せた｛本の背 面 に ば ら

ばらと物が落 ちてきた。 」

さらに、 報告者が実際に北さんか らお話 を う かが っ

た時の ビデオか ら、より詳ししヽ 当時の状況 を視聴する。

そして、 時間 、 温度 、 色などに対して北さんが観測精

神 を 発揮して いる こ とに気づ く 。

①人類史上初めての原爆が投下された瞬間 を 冷静に観

した北 さ んがもっ てし ヽた科学的観測精神 について考

える。 これは、 柳 田氏によれば 、 近代 日 本気象観測 の

父 と も いわれる岡 田 武松か唱えたもので ある。 「観測精

神 とは軍人精神とは違 う 。 あ く までも科学者の精神で

ある。 自 然現象は二度と繰り 返されない。 観測とは 自

然現象を 正確に記録することで ある。 同 じ こ とが二度

と起こ らない 自 然現象を欠乳軋してはい けない。 それで

はデー タ の価値が激減するからで ある。 ま して記録 を

ご まかしたり ， 好 い加減な記録 をとっ たりするこ と は

科学者として失格である。 気象人は単な る 技術屋では

ない。 地球物理学者と し ての 自 負 心と責任とを 持たな
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ければならない。 観測 と は， 強制されてやるものては

なく， 自分の仝人格 と 仝知識を こ めて当 たるものなの

である。 」（『空 白 の天気図』 よ り） そ し て、 この精神が

どの よ う に重要か、 そ し て現在 にど う 活かすこ と がで

き るかを考えてみる。 具体的 には、 科学技術が発達 し

た現在 におし ‘ても、 さま ざまな事実を科学的 に観察 ・

記録するこ と が重嬰なこ と や、 それに基づいて行動す

るこ と が必要であるこ と を確認する。 柳 田 氏はそれを

「科学矢ll識に よ る 自 己 コ ント ロ ール」 と 説明 し てい る。

く 3 1l寺l閉目 ＞ （原）暴 に よ る被害）

原爆投下までの状況 と 被害につし ヽて考える

①原爆開発の経緯

②なぜ原爆は投下されたのか

③原爆に よ る被害の状況

①被）暴者の状況

＊プ リ ン ト資料 ・ 原爆放射線の人体影響

この時間では、 原爆投下までの経緯 と 被害の状況を

と らえさせる。 ①では、 原爆開発までの経緯をア ジ ア ・

太平洋戦争の状況から と らえる。 ②実際 に投下目標 と

された都市や、 その後の状況からア メ リ カ の投下目的

について考える。 ③具体的な被害状況を地図や 資 料か

ら1附認 し 、 爆風、 熱線、 放射線に よ る死者が出たこ と

をii'（［認する。 またi)暴心地からの距翡『 と 死傷者数 と の関

係 につし ヽてもふれる。 ①では、 戦後も続いた放射線 に

よ る人休への影聾につし 、て考え、 被爆者の戦後につし ‘

て と らえる。

く 4 1l:『|.1月 日 ＞（ヒ ロ シ マ と 世界）

ヒ ロ シマ の原爆を世界はど う 見てし ヽ るか

①韓且lの ヒ ロ シマ

②東南 ア ジ ア の原爆観

③ア メ リ カ ス ミ ソ ニ ア ン1廿｝物館展示

①世界遺産会議での原爆 ドー ム

＊フ リ ン ト資 料 ・ 鈴木賢士 『韓［日の ヒ ロ シマ 』 高 文
研: • 朝日 新間 （原爆神話冷静な検証を） ・ 中国新間

（広島の誓し 、 と 対立） ・ 1汀：日 小学生祈間 （日 本 ・ 世

界まるわかり）

こ の時1ー間 では、 広島の原爆が世界 にどのよ う な影響

を昇 え 、 評価されてし ‘ るかにつし ヽて考える。 第二次世

界 大戦の被害 と 加害を考え る き っ かけ と し てし ヽ る。 ①

では、 韓l月のハ プチ ョ ン と し 、 う 町に被爆者が多く住ん

でいる こ と を紹介 し 、 その理由 を考える。 ② シンガ ポ
ールの戦争博物館で見た原爆の写真から、 東南 ア ジ ア

の人々 に と っ ての原爆が解放の意味を持つこ と に 気づ

かせる。 ③ア メ リ カ では、 本 土決戦での犠牲者を防い

だ正義の爆弾 と して評価されている こ と を紹介 し 、 被

害者 と 加害者の受け止 め方の違いを考える。 ①原爆 ド
ー ムを世界遺産 に登録する会議での米中の対応からも

同様の視点が得られる こ と を と らえる。 最後に在外被

爆者の間題や現在も続いてし 、 る被爆認定の間題 につい

てもふれ、 この間趙を風化させてはいけない こ と を強

調する。

2. 3 ま と め と 今後の課題

以上、 現在の原爆を素材 と した学習を紹介 し た。

部歴史や公民分野 に関わる内容も含んでいるが、 地域

形成史をたどる上で総合l�lりな観点は不可欠 と 考え 、 社

会科の学習の一環 と して と らえている。 一方で、 戦後

の広島の発展については時間の制約もあり、 十分にふ

れるこ と がで きず、 今後に課題を残 している。

科学的観測精神 については、 S S 日 で今後生徒がふ

れる科学的な事象にどのよ う に 向 き 合 う かを考え る一

つの事例 と して と らえてい る。 どのくらいの定 着 と 効

果がある かは検証 し て いないが、 事実の と らえ方は理

科や数学の学習だけではなく、 社会科学 にも充分援用

で き るものであり、 その重要性 に気づくこ と をねらい

と してし ヽ る。 後述する よ う に 、 本校では来年度から広

島におけ る実習を企画 し ており、 その際 に中学校での

学習がベース と なる こ と を期 待 している。
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3 高校で広島 ・ 長崎 を ど う 学んでい く か

（丸浜 昭）

3 .  1 は じ めに

私が担当をしている高校の 日 本史 ( 2 単位・必修）

で、 広島・長崎は必ず取り扱ってきたテ ー マである。

しかし、 限られた時間の中で、 こ こ数年は 日 本の加害

の間閣を扱う比重が大きくなり、 広島・長崎に閃して

あまり新しい ことには取り組めていなかった。
今年度、 前記のように、 S S 日 の研究に臨む社会科

の課趙として広島・長崎をひとつの柱としてとりあげ

る こととなった。 また、 本校教育研究会の公開授業で

も、 直接的に S S 日 の研究という ことではないが、 そ

の関わりを考慮して、 広島・長崎を取り上げることと

した。

本稿では、今年度の高校 日 本史でどのように広島・

長崎を取り上げてきたかを中心に記したし ‘。 そして、

あわせて、 S S 日 研究をどう進めていくか考えてきた

ことにふれる。 具体的には、授業を通してだけでなく、

高校 2 年生で行っているゼ ミ などでどのように広島・

長崎·取り上げてし ヽけるかなどの検討である。

3. 2 多様な取 り 上 げ方がで き る広島 ・ 長崎

「広島・長崎」をどのような視点 から学んで いくこと

が できるかを考えてみると、 次のような ことが思いつ

①総力 戦、 戦略爆撃の進展の一つの帰結として扱う。

第一次世界大戦における空襲、 その後のゲルニ カ 、

重慶爆撃、 そして第二次世界大戦における都市空襲の

展間の上に、 広島・長崎がある ことをとらえる。

②核間発の歴史にふれ、 広島・長崎は核時代の開額で

ある ことをとらえる。

ア メ リ カ のマンハ ッ タ ン計画など、 どのように核兵

器の研究が進められてきたかをみる。 それを通して、

核は泊常爆弾とは原理が違い、 その規模と被害は新し

い時代を両するものである ことをおさえる。 第二次世

界大戦後の核間発と核廃絶の課趙を展望する。

③ア メ リ カ は、 なぜ広島・長崎に原爆を投下したかを

追う。

資 料にもとづく「謎解き」 の要素をいれて考えてい

ける。 冷戦の中 での核大国 ア メ リ カ の間題、 その後の

核間発競争の間題などを視野にいれる。

① 原爆の被害をとらえる。

通 常兵器との恨本的な違 いをふまえ、 放射能による
被害、 戦後の被爆者の歩み、 それに対する 日 本政府の

対応を視野にし ‘れる。

⑤ 原爆はどう報直され、 どう知らされてきたか。

投下直後の 日 本 軍、 戦争指尊部の対応から、 G H Q

による規制、 その中での マス コ ミ 恨道な とを扱う。 こ

れだけでも、 教材化 できる資料は少なくなし 、0

⑤ ア メ リ カ で広島・長崎はどうとらえられてきたか。

投下直後の声Il)］から、 間係科学者の動き、 投下の当

否論争と 「公式見解」 の形成、 ス ミ ソ ニ アン博物館展

示 間屈などを扱う。

⑦ア ジ ア がとらえる広島・長崎

とくに東南 ア ジ ア の国 では、 広島・長崎で戦争が終

わり解放されたという認識があり、 教科書や 戦争博物

館の展示にもみられる。 この認識が I'/月 いかける ことや、

広島・長崎との交流の結果などをあっかう。

⑧ 原爆の被害をふまえて、 こ の戦争の中での 日 本 の

「被害」と 「加害」を考える。

学校だけでなくマス コ ミ などの影響も大きし ヽのだろ

うが、生徒の中には太平洋戦争とし ヽうと思し ヽ浮かぶの

は原爆の被害という者 が 多 い。 その間題を考えながら、

日 本の加害の間題を見ていく ことが大切 であろ う。

⑤ 原水爆禁止運動、 核廃絶の運動を視野にいれる。

広島・長崎の原爆投下のあとア メ リ カ の科学者から

おこる核の世界的管理の提起もふくめ、 その後の原水

爆禁止運動を視野にいれで学ぶ。

こうして並べてみると、広島・長崎という間題は「学

びの宝庫」 である ことに、 あらためて気づかされる。

どれも、 具体的な事実をもとに じっくりと掘り下げ、

視点を広げていく ことが できるテ ー マである。

もとより、 普段の授業では これらをすべてあっ かう

ことは出来なし ＼ 限られた時間の中で、 ど こに中心テ
ー マを置き、 どう教材を紋り込むかが、 教科を担 当 す

る教員としての基本的な課題となる。 私の場合、 この

絞り込み が できず授業が 不十分な取り組みになりが ち

である。 今年度も、 公間授業でありながら時間内 でテ

ーマを扱いきれず、生徒にも参加者にも 申し訳な い こ

とをしてしまっ

ただ、 授業にどう臨むかだけでなく、今回、 あらた

めて確認できたのは、 広島・長崎は、生徒自身が関心

を持って調べて レ ポー トなどにまとめていく学習にふ

さわしいテ ー マだという ことである。 高校生にも読め

るような出版物などもけっ こう出されている。 ぜひ、

この学びの宝庫に生徒が取り組む機会をつくつ ていき

たし ヽと思わされた。
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3. 3 高校 日 本史における広島 ・ 長崎の実践か ら

こ の数年の高校日 本史お け る広島 ・ 長崎 の扱いは、

次の よ う であった。 広島 ・ 長崎 自 体の学習にあてる の

は1時間である。

① 戦争指導部が国体謹持を重視して本 土決戦体制を

と る 中 で、 長い戦争の最後の 半年におきた被害 の 一 つ

と して扱う。

② 戦略爆 撃 の 一 つの帰結 であったこ と にふれる。 空

襲を学ぶ 中 で映画 『戦争一ー 了 どもたち の遺言』 を見て

いる こ と が多い。

③ 詳しくはないが、 「 マンハ ッ タン計画」に よ る原爆

の開発 と 、 「なぜ広島に落 と されたか」の経緯 と アメ リ

カ での論争に触れる。

今年度は、これまで の扱いに次の よ う な点を加えて

授業づくりをおこなった。 当 初 の予定 では 2 時間で、

研究集会後の修正で結果的には ほ ぼ 3 時間をかけ るこ

と と なった。

① 私 自 身の教材研究の意味も含めて、 科学者が ど う

かかわってアメ リ カ で核開発が進められてきたかにふ

れる。 具体的には、 マンハ ッ タン計画の 中 での シ ラ ー

ドや オ ッ ペンハイ マ ーを取りあげる。

② 広島 ・ 長崎へ投下される状況を と らえる。 そ の際、

史上は じ めての 実戦への原爆投下を科学者の視点から

も考えられる よ うにしたい。
③核兵器 と は どの よ うなものか、 ど の よ うな被害をも

たらすのかの 実相を 「わかってし ヽるだろう」 ですまさ

寸汀こしっかり と 見る よ うにする。

①上記で 見る広島 ・ 長1l椅への原爆投下の 実相がアメ リ

カ では どう扱われてきたかを追う（） 公式見i11印からス ミ

ソ ニ アン博物館展 示Ili-l )歯までふれる。

⑤アメ リ カ で原爆 の 実相が知られてし 、なし ヽ こ と を日 本

の 立場 どう と らえるか考える。 日 本 の加害の 間趙をみ

るこ と につなげる。

仝体を通して重視をしたし 、 と 考えたこ と の ひ と つは、

核兵器 と は ど の よ う なも の で、 ど の よ うな被害をもた

らすのかの 実相をき ち ん と 見たし ＼ と し ヽうこ と である。

こ の 実相をしっかり と みたし 、 と し ヽうこ と は、こ の数年、

日 本 の 「加害」を扱う と きにも重視してきた。 数年前

まで、 本校の生徒は社会科でも様 々 な桟会に戦争の こ
と を学 ん でいるの で、 それなりにわかっている だろ う

と して進めてきた面があった。 しかし、 必ずしもそ う

ではなし 、こ と を こ の数年強く感 じてきた。 そして、 戦

争を と らえるにしても、 戦後を と らえるにしても、 や

はり生徒 の 心 の 中に残る よ う な 「実相」 をふまえるこ

と が大きな見盤に左るの ではなし 、か と 思えて、 この数

年は視聴覚教材な どを より重視してきた。 今回も、 こ

の延長線上で考えてみた。

こうした視点から、 実際の授業の概略は次の よ うに

なった（） 各時間で扱ったプ リ ン ト に載せた間し 、かけ と 、

史料を ど の よ う に扱ったかを簡 単に示しておく。

く 1時間目 ＞

原爆の開発 と 日 本への投下をめ ぐって

①原爆は ど の よ うに開発されてきたか

②科学者の関わり方から

③最初の核実験

①日 本 への投下は どう決められたか

・ 日 本を降伏させるために原爆投下が必要だった

のか

・ アメ リ カが日 本へ原爆を投下した要因 は ？
＊ 最初の原爆実験 と 広島に投下の映像を視聴

①は、 年表 （掲載略） と 史料 A (3 2ペー ジ） の地図

を使って、 マンハ ッ タン計画を概観した。

②は、 史料A 〈 a 〉< b 〉 の 一部を使し ‘、 科学者 と 原燥

開発をめ ぐって どの よ うな課題が生まれていたかを少

し紹介するに と どめた。 授業で扱 う より、 生徒 自 身に

調べさせてみたいこ と である。 調べてみないか と 呼び

かけたが、 残念ながら、 今年度は レ ポー ト を出す生徒

はし ヽなかった。

③は、 史 料 A 〈 c 〉 と ア ラ モ ゴー ドにおけ る最初の原

爆 実 験 の 映像を見た。 これから1か月 も 立 たずに広

島 ・ 長崎で実際に原爆が使われるこ と を、 こ の 実験に

ち会った科学者は ど う 考えるか、 ②の 間穎にもたち

返って間 し 、かけをした。

① は、史料 B ( 33 ペー ジ） を使って ど の よ うな間題

が指摘できるのかの確認をした。 そして、 最後にテ ニ

アン基地で準備を進めて広島で の原爆投下に至 るまで

の 記緑映像を視聴した。

く 2 時間］目 ＞

原爆 はアメ リ カ では どう と らえられてきたか
① 原爆 と は どうし ヽう爆弾だったのか

＊ 広島投下原爆の被害の特徴を映像 で視聴
② アメ リ カ では原爆は どう伝えられてきたか

( 1 ) 大統領声明 と ペンタ ゴンから公式見解

( 2) 公式見解の ほころび と 当 局 の 対応

( 3) 「 ヒ ロ シマ 論議」 と 公式見解の再主張

・ 背後で何が進められていたか
③ ス ミ ソ ニ アン博物館の展示をめ ぐって

＊ アメ リ カ のこうした動向から何を考えるか
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①では、 通常兵器とは ど こ が違 う か を 間いなが ら 、

映像 を使 っ て 、 1 ) 熱風、 2 ) 爆風、 3 ) 放射線の被

害 を確認 し た。 核兵器誕生は、 現在にもつながる ま さ

に1l打代 を 画する出 来事で あ っ た こ とをと ら え た い，）

②は、 史 料 C · D (34 、 5 ペー ジ） を プリ ン ト にそ

っ て説み敗 り 、 ま とめた。 こ こ では、 日 本への原爆投

下 を 正 当 化するア メ リ カ の 「公式見解」 が どのよ う に

生 ま れたのか を確認する こ とが 中 心課趙 で あ る。 研究

集 会の公開授業の際は生徒に読 ま せ板書をしてい っ た

が 、 こ れにかな り 時間 をと ら れた。研究集会後 、 結局 、

読み取 り を ま とめたプ リ ン ト を配布 し て確認 を する こ

ととな っ た。

③は、 史 料 E (36 ペー ジ） で ス ミ ソ ニ ア ン博物館の

展 示間題 をみた。 は じめに企画された意図や展示内容

を 見ると、 ア メ リ カ で も 研究の進展 で 、 日本への原爆

投下が どのよ う な問題を も っ てい たのかは明 ら かにさ

れている。 ま た 、 日本の協力の下で、 被爆者の写真や

体験談 を 含めた原爆被害の実相が示されよ う と してい

た。 こ う した機会が、 退役軍人の批判 な どでつぶされ

たので あ る。 研究授業では、 こ の部分の確認が中途 半

端で終わって し まい、 その後 につな げる生徒への間題

提起もできなかっ た。 結局 、 そ れは こ のあとの時間 で

次のよ う に補 う こととな っ た。

く 3 時開 目 ＞

原爆に対する ア ジア か ら のま な ざし

① シ ン ガ ポー ルでの原爆投下のと ら え方

② こ のと ら え方を 、 何が、 ど う 変化させるか

③日本に問われる こ とは・ ・ ・

＊ 日米英開 戦後 、 中国 での戦争は ど う な っ てい
たのか

①と②は、 史 料 F a (37 ページ） を使 っ た。 実は、

当 初の計画では予定を し ていなかっ た 史料だが、 1時

間増やした こ ともあ り 組み込む こ とと した。 こ の中で、

謹培脊氏に しても鄭 来氏にして も 、 被瀑者の体験を 間

し ヽた り 原爆資料館の展示 を 見るな ど 、 被書の実祖に触

れ る こ とで原爆のと ら え 方が変化してい く ことに注 目

し た。

③は、 史料 F b C を使い、 ア メ リ カ で原爆被害の実

相が知 ら れず に日本との戦争が語 ら れることと対比 し

て 、 日本では、 「 三光作戦」 の こ とが ほとん ど知 ら れず

に中国との戦争が語 ら れている こ と取 り 上げた。 いき

な り 中国のこ とを扱 う のはやや唐突 な感が あ るだ ろ う

が 、 194 1 年のしヽわゆる 「太平洋戦争」 が間 戦 したあと

中 国との戦争はど う な っ ていたの かとい う 間題とあわ

せて、 簡単に触れ た もので あ る。

以上が、 研究集会 を はさんでの今年度の広島 ・ 長l崎

にI関わる授業概要 で あ る。

3. 4 授業の反省 と 課題

公開授業に院 し 、 1 時間の授 業 で扱 う 史料の精選と

と時11『]配分な ど 、 授業づ く り の基本的な点 でずさん で

あ っ た こ とを 、 中 し 訳 な く かつII心ずか し く 思っ てし ‘る

が 、 こ こ ではこれ以 上ふれな し ヽ こ とにする。

「 ス ミ ソ ニ ア ン論争」 を ど う とら えるか生徒の意見

を 間きたいと思 っ てし 、たが 、 あ ま り 引 き 出す こ とが で

き な か っ た。 ただ、 「 ア メ リ カ で原燥の こ とが あ ま り 知

ら れていないのは困 っ たことだ」 とい う よ う な考えに

対し、 「 勝 っ た国がそ う なるのはある意味では当 然 なの

ではないか」 とし ヽ う 意見か出された。 こ う した声 を も

っ と引 き出せるよ う にし、 その上 で ど う い う 授業 をつ

く っ てい く かが課題となるよ う な授業づ く り をめざ し

てみたし ヽと思 う 。

ま た、 原爆の被害を ど う 取 り 上 げるかを考 え ると、

被爆者の戦後の歩みと政府が ど う 対応 してき た かとい

う 事実 をき ち んと取 り 上 げる こ とが重嬰だと思え る。

それは、 日本政府が原爆 を ど う と ら え、 核廃絶とい う

課粗に実際に ど う 臨 ん で し ヽるのか、 とい う 現代の問題

につながるか ら で あ る。 戦後 史とも関わるが、 限 ら れ

た時「ll]の中で何 を 扱 う のか、 検討が必要 である。

原爆 に 限 ら ず、 映像 を使 っ て被害や加害の実相 を つ

か砂 こ とを重視 し た授業に対 し て意見 を 求めるア ンケ

ー ト を 行 っ た。 声 を 寄せて く れ た者は多 く はな いが、

その中ではこ う し た授業は好評だ っ た。 年賀状 で 、 ぜ

ひ今後 も 続けて欲 しいと書いてきた生徒 もいる。 こ の

声は、 受 けとめていきた いっ

3. 5 S S H の研究課題 を ど う 薦 め て い く か

S S 1-Iの取 り 組みとして、 社会科では、 こ れ ま で 「科

学者の社会的責任」 を テ ー マとして掲げ、 各教科の授

業 でふれる こ とと、 こ のテ ー マ にふさわ しい講師 を 招

いてさまざま な 角 度 か ら の講演 を 受 け る ことを中心に

し てきた。 3人の講演記録 を まとめ た 冊 了を 作成 し 、

こ れ ま での成果の継承もはかってきた。

今年度 か ら 掲 げ た 「 『科学者の社会的責任を考える』

授業 を 作る一 広島 を ど う と ら え 、 ど う 教えてい く か ー 」

とい う 課題 を 受 け 、 社会科の こ れ ま での取 り 組みを さ

ら に進めてい く こ と を検討 し たい。 上記の冊 了の常石

敬ー 氏の 7 3 1 部隊に関する論文 を読んだ生徒が、 次

のよ う な感想 を書いた。
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「常石さんは こ の講演の中で、 人体実験 のため に 健康

な人間を選び出すこ と を 「茶番」 だとおっしや って い
た。 私は こ の こ と を授業で学 ん だと き に 「なる ほ と 」

と糾、］得をしてしまったため、 こ う おっしゃ って し ヽたの

は少し意外だった。 し か し 、 常石さん は 「これを き し ＼

て 、 『なる ほど立派なもんだな』と思 う 人 と 、 『なんか

お かし し ヽ ん じ ゃなし 、 か』と思 う 人 と 、 し ヽ るだろ う と 思

います」 とおっ し ゃ っており、 ど う や ら 私たちがオ仔つ

印象 と し ヽ う の は 2 通 り に分かれる よ う である。 常石さ

ん は講演の中ではおっ し ゃ って はし 、なし ヽが、 この印象

の 違 いとい う のは私たち か感情移入した立場 の違いに

よ って生まれるの ではないだろ う か。 つまり、 加害者

と 被害者のど ち ら に感情移入したかによって 印象が変

わって き たの である。 私は加 害者、 今 回 の 場合 でい う
と研究者 の 立場か ら こ の 事実を捉えたため、 糾1得して

しまった。 それに 対して 、 常石さん は被害者、 今 回 で

し ヽ う と いわゆる丸太の 立場か ら 捉えたため に 茶番だと

感 じ たのだ。 ただ、 こ の よ う に考えてみる と 私 は加害

者 に感情移入して し ヽ ること になる。 今まで、 と くに 戦

争 に 闊係する話では被害者 の 立場か ら 考えて き たこと

が多 かったため に 、 自 分が加害者の視点 から見 ていた
ことが意外だった。 」

こ こ では7 3 l 部隊の 間題だが、 科学者が抱えた課

起 か 人 ごとではなく、 自 分に 引き 伽せて 深く考察され

て し 、 る。 おそ ら く 、 将来 は理系の進路を考えて い る 生

徒なのだろ う 。 あた らしい S S 1 -］ の取り組み と して め

ざ し た し ヽことは 、 こ う し たIt}］ ｝歯意識を特つ生徒 と と も

に、 教科の授業を迎してだけ ではなく、 何 ら かの場で

生徒 自 身の調査研·究を進 めさせ、 学びあし ヽ ・ 教えあし ‘‘

の 場 も つくつ て 取 り 組むことである。

その 一 つとして 、 高校 2 年の総合学習 と して 実施 し

て し ‘ る少人数のゼ ミ で、 「 科学と戦争」と し ヽ う よ う なテ
ー マのものを鮒説するこ と を検討 し て し ヽ る。 広 島 ・ 長

l崎の I乳1題はさまざまな恨覚 か ら の 多様な学び方 か で き 、

あ ら ため て 生徒 自 身が調査研究をする リ） にふさわしし ＼ C）

あ わせて、これま であっ かって き た 7 3 1 靡1外隊のド月題、

ナ チ ズムと医学なども祝野 にし ‘れたものとし よ う と考

えて し 、 る。 そして 、 文献に よ る学翌だけ でなく、 可能

であれば、 フ ィ ール ド ワ ー ク や研究者を訪ねる企両も

検討し て みたし� ＼゜

［ 参考文献】
• 西島有厚 『｝原燥はなぜ投下されたか』青木文庫 1 97 1  

・ 荒井信 一 『原爆投1ごへの道』 東大廿i版会 1 985

. 1)ミ見康治 ・ 諭訳 『 シ ラ ー ドの証言』みすず書房 1 982 

・ 中沢志保 『 オ ッ ペンハイ マー』中公新書 1 995 

． 了どもたち に世界に ！ 被爆 の記録を贈る会編 『）扇 了—

、]：暴罪の 記録』 三省堂 1 98 0
· G ミ ッ チ ェ ル他 『 ア メ リ カ の中の ヒ ロ シマ ・ 上 下』

岩 波 書店 1 995

・ フ ィ リ ッ プ ・ ノ ビー レ 『葬 ら れた原爆展』五月 書房
1 995 

・ 油 井大三郎 『 日 米戦争観 の 相 克』岩波雷店 1 995
. i在本征男 『米軍 占領下 の原爆調査』新幹社 1 995
· NH K 出 版 『 ヒ ロ シ マ はど う 報道 されたかーNHK

と中 国新間 の原爆報道』NHK 出 版 2003
• I造培春 『もっ と 知 ろ う 東南 ア ジ ア』岩波 ジ ュ ニ ア 新

1 995 

・ 歴史教育者協議会 『 ち ゃ んと知りたい 日 本 の 戦争ハ

ン ドブ ッ ク 』大月書店 2 006

4 教育研究会に お け る 授業検討

これまで述べた 2 つ の 実践は、 2 007 年 11 月 に開催

された本佼教育研究会 において報告 し た。 こ の 実践 に

関する研究協議会の内容は以 下のよ う なもの であった。

なお 、 助言および講演者 と して 、浅井基文氏 （ 広島市立

大学 広 島 平和研究所所長）に 来 て いただくこ と が で き
た。 （以 下 は本校教育研究会報告書 より引 用）

4. 1 公開授業 を め ぐる討議

（ 司 会 ） ： 本校はス ー パ ー サ イ エンスハ イ ス ク ー ル

(SSH) の指定を受 け て おり、 社会 でも 「 科学者の

社会 的 責任」 をテ ー マ に掲げて 講狐会 の 企 画などに

恥り組ん で き た。 本 日 の授業 は SSH の取り組みも視

野 に 入れたも の で あ った。 それで は ま ず、 中 学の授

業を行った大野 か ら 、 授業のね ら いなどを話しても

ら し 、たし ＼

大野 （中学授襲担 当者） ： 自 分は広島 出身なの で広島を

取り上げることはか幻 て か ら 意 図して いた。 94 年に

北勲さん にお会いしてインタ ビ ュ ーを行った。 それ

をも と に 「空 白 の 天 気 図 」 の授業化を構想 し た。 今

回 の授 業 はすで に 実践して き て い る の で、 基本的 に

で き あがった形のもの であるが、 それを見 て いただ

き みなさん か ら の ご意見を伺 い再考 したし 、と考えた。

授業の ポイン ト の 一つは、 小学校時代の原）暴 に 対す

るイメ ー ジを深め る こ と にある。 その 上 で、 原爆を

観 察 ・ 観測してし 、たとし ヽ う 事 実 か ら 何を間いかける

かをね ら って き た。 SSH とい う ことも あり、科学的

とはなに か と い う こ とも させたし 、 と 思った。 科
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学的観測精神を 日 常の生活にも結びつ けてほしいと

い う のが結びであっ た。 但し、 生徒が年 々 幼くなっ

て き ているなかでやや難しい かなとも感 じ た。

司 会 ： 次 に 高校の授業について。
丸 （兵 （高校授業担 当 者）： 今 ま で広島 ・ 長崎 だ け でテ ー

マを立てたことはなかった。 十五年戦争を扱 う 中で 、

加 害の事実を中心 に 取り上げて き たが、 そ の通史の

中 に 広島 ・ 長崎を位置づけたいと考えて 取り組んで

みた。 今回の授業の 前段と し て、 前時には核開発の

中での科学者の問題を考えた。 今 日 は、 ス ミ ソ ニ ア

ンの 問題 ま で触れて、 アメ リ カ で核を論議すると き

に 、 広島 ・ 長 1崎を知って論議するのと 知 ら な い で論

議するのでは違うのではないかと い う こ とを提起 し

てみたかった。 これはアメ リ カ が広 島 ・ 長崎を知ら

ないのはひどし 、と いう間題 ではなく、 日 本自体が核

をどう掟える かという間趙であり、 日 本が中国との

戦争を どのよ うに捉えている かと い う 問題 に も 繋が

ってくる。 次の時間 では、 中国との戦争の事実をし

らないというのは、 アメ リ カ が原爆を知らない のと

同 じ ではないかということを考えてい き た い。

司 会 ： それでは授業 についての ご意 見 、 ご質問を頂 き

た し ‘ 。

A : カ リ キ ュ ラ ムを見ると中学で 日 本 史 ・ 世 界 史を一

通り行ってい る よ う だが、 本 日 の授業はおお よ そ の

通史を理解 し てい る こ とを前提にして い ると考えて

よ し ヽ のか。

丸浜 ： 必ず しもそ う ではない。 高1で世界史を学んで

おり、 第 ］ 次世界大戦あたりまでや っ て い る の で、

そ れを受 けて、 世界 と 日 本を結びつ け な が ら 、 第一

次世界大戦以降を扱っ て き てい る。
B ： 大野先生の授業の観測精神と い う のは そ の人本人

の中にある間題、 一方、 丸浜先生の核の被害とし ヽ う

事実とどう向 き 合 う のかと し ヽうのは 、 個 人と し ヽ う よ

り社会全体の間題だと思う。 大野先生は 、 本人の精

ネlれの 間題を社会全体の問題にどの よ う に 繋げてい く

のか。

大 野 ： ある意味で北さんは特別な存在なの で 、 北さん

になることはで き ない。 そこ で 、 北さんの精神をど

う生かすかを考えなくてはな らない。 2 1 世紀 に 生 き

るものがど う 受 けとめるかをテ ー マ に し てい る。 反

核運動や原爆の社会的意味など本 来の原爆や広島の
間趙とは少 し はずれてい るかもしれないが、 これだ

けを切り取ってそ の中で消化させることを考えてい
る。

C : 大野先生の授業はメ ッ セ ー ジ性が強 く わかりやす

かった。 観訓精ネ巾の重要！、生が中学 1 年生に ス ト レ ー

ト に伝わったと思 う 。 SSH とし ヽ う ことでは科学者の

過信を考えるべき だと思 う 。 「ード 学生は相 対化しても

のを考えるのは難 し いので、 一つの考え方を 作 っ て

あげる。 そ の 上 で高校生では他の側 面を考え る よ う

にすべ き だと思 っ てし ‘る。 例えば、 高校生 に 対して

は 、 北さんの休感 800℃は本 当 なのか、 科学的 事実

と言えるのかとし 、った検討が必嬰だろ う と考えた。

大野 ： そ の通 り だと思 う 。 北さんの言葉の中身を精一査

し ‘
l て いくことが必嬰。 中学生の場合 にはまず受 けと

めて、 それが 生活の中でどの よ うに 生かせるかを考

えてほしいと思 っ てい る。 高校生の場合 に は 、 被害

の状況などもも っ と緻密 に考えていく必要がある。

例えば、 被害の状況をデ ジ タ ル化して地図 に 落とし

ていくといったことも可能である C) )原爆とい う のは
終わっ たIlil題 ではなく、 む し ろ今色 々 な こ とが判明

し て き てお り 、 高校 で考える素材もたくさん 出 て き

てし ヽ る。

D : 大野先生は岡 田 武松の観 測精神が軍 事精神に判用

されてし ま ったこと についてど う お考えか伺 い たい。

ま た、 丸浜先 生の授業 で扱われたス ミ ソ ニ ア ンの よ

う な 間題 は 日 本 にもある。 ア ジ ア 太 平洋戦争 を どの

よ う に認識 し 、 どのよ う に展示に反映させる かと い

う こ とはある。 今 日 の授業では何を メ ッ セ ー ジとし

て 一 番伝えたか っ たのか伺 いたし ＼

大野 ： 科学者 の科学的精神 が 軍 に よ っ て ゆが め ら れて

し 、ったとい う 事実は生徒に伝えていくべ き だと考え

て い る。

丸浜 ： 時 間 が 足りず、 十分に伝わ ら ず 申 しわけ な か っ
た。 原爆 に つ いて映像等を、 生徒はなにが し かは見

たことがあると い う 。 悲惨な現実も含めて見 ること
が戦争認識の土台と考えてい る。 核の持つ問題を認

識すると き に現実に広島 ・ 長崎 で起こっ た事実を見

る 、 直面することの意床を考えたいというのが土台

にある。 ア メ リ カ では広島 ・ 長崎の事実を見 る機会

が失われ、 そ の上 に今の アメ リ カ の核政策があると

い う ことを見て、 そ こで 日 本 では何を受 け と めれば

よ いのかとし ヽう こ とを生徒に 間 い返してみ た し 、と考

えた。 三光作戦につ い て の中国と 日 本 の関係はど う

なってい るのかとい う ことに繋げてみたい と し ヽう意

図 であっ た。

司 会 ： 広島市立大学広島平和研究所の浅井基文先生に

お い で頂いているので、 前半のまとめを兼ねて授業

についての感想をお願いしま す。

浅井 （助言者） ： 中学 ・ 高校の授業を直接見たのは今回
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が初めて であり新鮮であった。 特に、地理で広島 を

取り上げ、 しかも観測 精神とい う とこ ろ に結びつ け
る切り 口 は印象が強 く 残った。 日 本史は 自 分の考え

る対象としていることと重 な る。 Aと B とに切り分

け て分析するとい う 手法は面 白 いと思った。 正直な

とこ ろ を 言 う と、 中学生の反応の ほ う が高校生の反

応は よ りも率直であり受 容度が高いとい う 印象を 受 け

た。 中高一 貰とし ヽ う こと を考え て 、 中学 のと き の フ
レ ッ シ ュ な受容「生 ・ 感受性が高佼 で 強 ま って し ヽくと

し ヽ よ う な授業だと よ し 辺） ではなし 、かと感 じた。 広島

に移る前に大学で教えて いたと き に 、 現代史につい

て の 知識が圧倒 的 に 欠 落して し ‘ る学·生がとても多か

った。 今日 の よ う な授業 を行って いる学校があると

し ヽ う ことは新しし ヽ発 見であった。 優れた 了どもたち

が入って き て し 、 る学校だと思 う ので、 そ の よ う な 了

に エ リ ー ト意識 を養 う の でな く 、 日 本の過去 の ゆが

んだ部分を 明 確 に伝えて し 、ただ き たし ヽと強 く 思った。

4. 2 「核時代の平和教育の あ り 方」 に つ いて

司会 ： それでは公開授業に関する協議に続いて、浅

井基文先生に 「核時代の 平和教育のあり方」 とい う テ
ー マでお話しいただ き ま す。

① 「核時代」 をど う 捉えるか

広島 を 知 らずして 平和教育はなし ヽと思し ヽ広島に移っ

たが、現実の広島は弱 ま り 、 「投れて し ヽ る」 （舟橋喜恵

広島大学名 誉教授の形容）。 文科省にとっ て 広島は反動

の 西 の拠点となり平和教育が困 難士 なっ て し ‘ る。 そ こ

でなぜ広島がこ う なった か考えな く てはし 、 け な し ‘。

もともと広島にも 「 良 し 斗亥」 と 「 悪 い核」 とい う 捉

え 方があった。 5 0年代に ア メ リ カ がバ ラ 色 の原 了 力と

し ヽ う 宣伝 を し 、日 本もそ の影督を 強 く 受 け た。 原 了 力

の 平和利用に期待が寄せ られた。 峠三吉 の詩や 平和 宣

言にさえも、「 良し 斗亥 ＝ 原 子 力 の 平和利用」 の期待がみ

ら れた。

し か し、本 当 にこの よ う な捉え方で よ し， ヽ の か。 核の

肯定面の代表として原 了力 発電がある 。 しか し 、 原 了

力 発電の安仝神話はす でに州 壊 し つ つある。 核燃料サ

イ ク ル の最終処分は本 当 に可能 な の かとい う I翡］ ！国が出

て き て、西欧では脱原発 の 流れか で て き て し ヽる。

私たち が考え る べ き は 、 「 核廃絶」 か 「核兵器廃絶」

かとし ヽ う 大 き な 11廿趙。 医療や農業など限 定的 な部分で

放射線の和用はあり得るが、 原 了力 発電が肯定でき る

の か租は懐疑 的 に なって いる。 核廃絶か核兵器廃絶 か

は、 21 世紀の大 き な課題となってし ヽ る。 非 同 盟諸国 で

は原 了力 の平和利用は1匪条件 で肯定さずしるべき との 立

場 をとって い るし、イ ラ ンの 間題もこれ に 関 わって い

る が、「核時仕」を 無条件に肯定して よ いの か。 了ども

たちがどの よ う に考える よ う に舜くか、了どもたちに

どの よ う に伝えるかは大 き な課題 である。

②平和教育の 歩み

そ の よ う な前提で平和教育の 歩み を 見 て みる。 占 領

期 、 5 0年代、 6 0年代、8 0年代、 9 0年代と波がある。

5 0年代に平和教育が出 発するが、欠 陥 か 多 く 平和教育

の 失敗であったと 当 事者たちも振り返って い る。 6 0年

代 に 入ると指導要領の改定もあり、 平和教育が失速さ

せ ら れる。 これに危機感 を持った石 田 明 氏 など被曝教

師 が 中心となって 平和教育を 再興し、 体系1'.v、]な平和教

育が実践される 。 8 0年代に再び失速させ ら れる。 原囚

は三つあった。 一 つめは被曝教師 0) 退職、 二つめは 日

教組の分裂、三つめは文部省 （ 当 時）の 平和教育 に 対

する締め付 けが厳 し く なったことがあげ ら れる。 それ

が今も続い て いる。 広島でも広島市の小中高校や私立

以外ではほとんど平和教育が行えな くなって いる。 こ

の よ う に 平和教育には大 き な波があり、 全体としては

抑 え つ け られる方向で進 ん で き た。
③平和教育にとって の課題

日 本では、 「 平和教育＝ 原爆教育」 として 行われ て き

た。 しか し 、 広島と長崎 に視点 を 限った平和教育では

不十分だと考える。 平和とい う と戦争の ア ンチテ ー ゼ

と し て 出 て く る。 そ こで憲法 9 条 の 間題が取り上 げ ら

れる。 しかし、 そもそも平和がなぜ大事か をもっと考

えるべ き である。 人権 ・ 民主 にもっと 目 を向け な けれ

ばな ら ない。 この根底にあるのは人 間 の 牌厳 であり、

こ れを 承認するか否かが問われ て い る。 憲法 「 改正 」

の 一 つ の重要な争点は二つの 国家観 0) 対決である。 人

間 の 聰厳 を大切 にすれば、 国家が個人の 上 に 君 臨する

ことは許されな し 、はず。 この よ う なこと を 踏 ま えた上

で私たちはどの よ う な平和 を 展望するの か。 「 力 に よ る

平和観」 と 「 力 に よ ら ない平和観」 とい う 二つの平和

観がある。 21 世紀はどち ら を選択するべ き な の かとい

う 観点 か ら考えな く てはし ヽ け な し 、。 残念 な か ら 、 ア メ

リ カ を中心に 「 力 に よ る平和 観」 を 打 ち 出して い るも

のがし， ヽ るが、 そ の対抗庫川とな る のが憲法 9 条 の 「 力 に

よ らない 平和 観」 である。

同 時に、 人間 の蒋厳 を 重視する立場か ら 新 自 由 主義

と対決しな く てはな ら ない。 日 本 では歴史の 流れであ

るとあき ら めム ー ドもあるが 、 国際的に見た場合には

新 自 由 主義が膀利 を おさめたとは言 えなし 、 。 北欧諸国

や ドイ ツ など明 ら かに新 自 由 主義とは異 なった 方向の

流れがある。 新 目 由 主義は市場や利潤 に 最高価値 を 置
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くと い う 点 において、 人間の聰厳に矛盾するものであ

る。 こ う い う もの と 対峙する観点を取り入れる必要が

ある。 これ を 21 世紀への平和教育への展望 と う こ と で

考えなくてはし ヽ けなし 心

以上のま と め と しては、 まず 「核時代」 と い う もの

の見直しが必要。 21 1止紀は 「脱核時代」 になるべき と

思ってい る。 人間の隠厳、 人権 ・ 民主こ う いったもの

を 平和教育の根本 に据える と い う 発 想が必要 ではない

か。 先程の議論 に 相 対化のI'/：l]屈が出され て し ヽ たが、普

遍的な価値 ま でも相 対化してはならない と 考える。 普

遍ll-lりなものは、 物事の価値＇判断の基準 と してしっか り

教育しなくてはならない。 人間の痺厳、 人権・民主 と

い う ものの価値、 そ の普遍性を根底 に 置 い た教育が必

要。 そこま でも相 対化しては、 了·どもた ち に何を教え

るのか、 何 を 伝えるのか確信を持てなくなる。 そ の よ

う な点 で 、 今の支配的な内外の状況は必ず崩れ る と 確

信してし ヽ る。

最後に 石 田 明 氏のメ ッ セ ー ジをあげてお きたい。 「さ

まざ ま な芸術文化活動 を 活発 にして、 命 の尊厳や平和

0) 尊さを 人び と の感性 に訴えていくこ と が重要だ。 」こ

れが、ま さに命の諒厳、人間の聰厳 と し ヽ う こ と にな り 、

平和 は 「 力 に よ らない平和観」 と い う こ と になる。

平和教育を広島・長崎 に 限 るこ と は 、 21 世紀の平和

教育 と しては視野を狭めてしま う 可能性がある。 核は

重要な間題で はあるが、 もっ と 根本 に遡って人間の尊

厳 を直視し、 人間の平和なあ り 方は何か と 考えた場合

にそれは核間題に 限定されるべきではな い と 私は今の

段階で考えてい る 。

（質疑応答略）

5 S S H 広島実習 に む け て

冒 頭 でも述べた よ う に 、 本校 で は来年度の S S I-I 事

と して 、 広 島 におけ る実習を企図して い る。 そ の準

備 と して、 2007 年 8月に 、 社会科教員 3 名 で広島を訪

間した。

日 程は 、 8月 6 日 ～ 8 日( 2 泊 3 日 ） で 、 吉 田 俊弘・

丸 浜 ll召・大野 新の 3 名が参加した。 スケ ジ ュ ー ］レ

は 、 8月7 日 午罰 平和記念 資 料館見学、 午後

島 市立大学 広 島 平和研究所所長 浅井基文氏 への依

頼お よ び取材、 夕 方 中国書店 竹崎嘉彦氏 への依頼

お よ び取材

8月 8 日 午前 広 島気象館 （ 旧 広島地方気象台） 見

学、 午後 広島郷土資料飼見学 である。
2 日 間の調査の結果、来年の実習実施の見通 しがた

った。 2 泊 3 日 の 日 程で 、 具体的 に は生紐 6 ~ 7 人を

連れ、 広 島原爆の 日 直後の広 島を訪れ、 資 料館、平 和

研究所、 気象館などを訪11i]する。 その中 に は 、 被爆者

からの間き取りも含む。 また、 G I S を利用した平和

池図 づく り にも取 り 組む予定 て 応 る。

下見 でお世話 になった浅井基 文氏 に は 、 そ の後の研

究会の 折 り に助言 と 講演をお顧 し ヽした。

ま た、 来年度 への布 石 と して、 年度 末の 3月 1 3 日

に は、水本 和 実氏 （広島 市立大学 広 島 平和iiJl··究所准教

授） に、 「 広 島 から核I！廿題を考える」 と 趙して、講演を

お願いしてし ヽ る。

実督 のI吋容お よ び、 講演などにつ し 、ては、 今後の論

集 で報告する予定 で 出 る。
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覧
し ｀
署
名
を
求
め
た 。
彼
が
気
に
留
め
た
の
は 、
控
軍
の
意
向

と
な
く

そ
t
を

．

．
 

よ
り
む
し
ろ 、
岡
僚
で
あ
る
R
か
の
科
学
者
の
反
応
で
あ
っ

た 。
た
と
え
ば 、

化
学
老
の
署
名
の
な
い
こ
と
に
衝

撃
を
受
け
て 、
直
ち
に
化
学
邪
門
に
赳
い
て
い
っ
た 。
冶
金
研
究
所
の
化
学
者
は 。
「
原
瀑
の
使
用
に
よ
っ

て
よ

り
多
く
の
生
命
が
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か」
と
し
う

頴
験
を
展
開
し
て
い
た ．

中沢志保 『オ ソ ペン ハ イ マー』

中公新書

口
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た ‘ に そ 赤 に い 袖 ‘

．

た て み れ ＜• て の
゜ 電 薄 れ に は た 田 そ き も た か ゜ 沙 聴

原 離 れ か 焼 埃 ° の れ し ま が ら 色 漢
荒叩言ー 東大出版会 焙 し る ら け の そ 炎 は な と ‘ 徐 も の 音

歴 ド 悶 も ； ； 面 ァ あ 台 え 損 の
を た に ‘ た 渦 れ の 大 が も そ 々 形 は も
見 空 つ 熱 象 が か よ き ら に の に も し な

必 る と と 超 ラ つ 研 jも な 関 仕 口 < b > た 安 れ い が 幹 ら う ＜ 何 見 地 朗 見 に く
要 こ と も べ る 峯 モ た 究

に
か で 事 ス 名 が て ガ 鼻 の ゆ に な と る 上 る ぇ ぁ 太

な と も と ン あ
に ス の 所 設 つ す に ア は 発 ‘ ス で よ つ な り か こ の さ な る 際

科 に に ロ よ に は の け た で 必 ラ
学 括 ‘ ス イ t つ 移

‘ ス ら ゜ に 要 モ 光 そ の 身 う く つ ｀
見 と 小 を い 砂 が

研 杭 椀 ァ 、 て る マ タ れ し 開 な ス
け し の 雲 体 に り て 少 よ は さ 減 ゜ 丘 輝
っ て 洞 が を の 空 い し う で な じ 光 が い

究 を 密 ラ 1 ロ - ／ ッ た カ� 発 低 研

の

感 保 モ

は

ス ン と ノ、 フ t も 計 秀 究 し い り 少 支 ぴ に つ ず と き 太 て は お か
て る に し え て 上 た つ し な 陽 い 二 そ

自 じ 持 ス 陸 ア
ハ

を

フ 徴
．

、 面 な 所 こ ： 育 ず て ‘
が ゜ 光 て か は つ ‘ ろ つ

由 る が 研 立 ラ
ッ 科 夕 集 の 口 に ス の
タ 学 ン の 施 ス 関 夕 所 の ： い つ い 妙 つ 形 が い つ ま t・ ＝ し ま

が 人 し 究 中 モ 光 息 光 冷 る な て は 弱 る た だ て 莉 く り
失 々 や 所 佐 ス ン 者 St 仕 設 T 与 ッ 長

計 t::.. 面 事 で ラ し フ に 景 を が え よ 連 ゆ ど く と ° 明 私 閉 明 そ
な も す が に 研 函 ち の に ‘ モ て を 就 を の 現 て う 想 き、 こ な ‘ そ る は 変 る う
わ 多 い 二 ‘ 究
れ か か ュ 各 所

の が 管 は 科

ス

い 集 任
る つ

ら

1 研 で 総 た 理 ‘ 学 は た め し
と た で メ 究 勤

司 め が こ 者 ‘ た る た
感 • ぁ キ 祁 ＜ 令 ら 委 の た 近 め ：：： ォ
じ 立 っ シ ＾ ．科

官 っ ね よ ち 所 ‘ と ッ
た の た コ 四 に た ら う は の そ で ペ

の

き ゜ の つ t ff 大 れ な ：：： 町 こ あ ン
で び し 隔 あ

た
命 き て ぽ こ サ か つ ノ‘

あ し か 唯 っ + さ な い 吝 に ン ら た イ

る

い し さ た 全
つ れ 理 た が 呑 ク ロ ・ マ

゜ 管 ‘ れ -
員

た 由 取 あ り ・ ス そ l
理 科 た の に レ の 部 つ 住 フ ア の に

［ 菜 岱 部 陸 ス ー の た ま エ ラ 多 と

長 軍
） つ ‘ が な か モ く つ

お 全 の は に I が 過 ‘ け

ら

ス は て
か 員 中 陸 所 ‘ 度 さ れ 四 ヘ マ ‘

れ が に 軍 凩
ク そ と ら ば 〇 引 ン 最

る 軍 設 少 す
こ 思 に な キ き ，、 初

こ 服 翌 佐 る
I に わ 科 ら 口 抜 フ に

と を さ 1 ア ← ヴ あ れ 学 な の く 夕 直
は 清 れ 任 と:;: -;- ス っ た 者 か 距 と ン 面

て た 命 を
准 た 介 た っ 池 い 計 し

剤 武 の さ 要
将 ゜ 入 ち た に う 函 た

造 の は れ 求
は で に ゜ あ 形 閑 困

的 管 ｀ る し あ と る に 連 姪
研 理 安 ：：： た 懐 つ つ 人 な の は
究 下 全 と 。 密 た て 里 ら 他 ‘

の に 上 と 所
保 ・ 瓦 殷 ざ の 研

完 お の な 長
持 口 大 れ る 研 究
を ス · で た を 究 所

< c 、、

オ
ッ
ト
ー
・

フ
リ
ッ

シ
ュ

ば
そ
の
時
の
光
繋
を
こ
う

語
る
ー
ー

忘
れ
な
い
だ
ろ
う 。

完
全
な
拐
寂
が
ず
っ
と

筏
い
た
後
に
燻
発

A

音
が
き
た。
耳
を
し
っ

か
り

抑
え
て
い
た
の
に 、
も
の
す
ご
い

1「
,-、

音
で 、

そ
の
あ
と
も

遠
く
を
た
く
さ
ん
の
車
が
往
来
し
て
い
る

e

よ
う
な
音
が
長
い
こ
と

続
い
た 。
今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る 。

「
朝
が
来
た
よ
う
だ
っ

た」
フ
ィ

ル
・

モ
リ
ソ
ン
は
ゼ
0
地
点
か

ら
十
マ
イ
ル
雌
れ
た
地
点
に
い
た 。
「
ま
だ
夜
中
な
の
に 、

沙
漠
の

太
隔
の
熱
が
い
き
な
り
肌
を
焼
く
ん
だ」 ．

s
1
0
0
0
0
陣
地
の
内
部
に
い
た
人
々
は、
焙
発
の
方
向
の
反

対
飼
に
開
け
ら
れ
た
掩
壕
の
開
口
部
か
ら、

目
も
く
ら
む
よ
う
な
光

を
見
た 。
数
秒
間
の
抒
寂
の
あ
と 、

嵐
の
よ
う
な
ど
よ
め
き
が
起
き

•yo
 

「
あ
る
も
の
は
泣
き 、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
無
言
だ
っ

た」
と
オ
7

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

は
栢
っ

た 。
「
そ
の
時 、

私
の
心
を
バ
ガ
ヴ
ァ
ー

ド
・

ギ
ー

タ
ー

の一

節
ク
リ
シ
ュ

ナ
が
自
分
の
本
務
を
果
た
す
ぺ

き
だ
と
王
子
に
説
い
た
と
き
の
一
節
が
よ
ぎ
っ

た 。
「
わ
れ
は
全
死》

な
り 。

多
く

の
世
界
の
破
壊
者
な
り
ビ 。

人
々
の
祝
福
の
言
葉
を
浴
び
な
が
ら、

彼
ば
力
強
く

埓
い
上
が
る

火
の
球
を
見
よ
う
と
掩
虚
の
外
に
出
た 。

科
学
者
た
ち
の
ほ
杭
の
結
果

妥
協
案
が
作
ら
れ
た 。
そ
れ
は
ロ
ス
ア
ラ
モ

ス

に
お
け

る

仕
寧
を
二
段
階
に
分
け

．

原
子
力
兵
器
閲
梵
研
究
段
府
は
文
民
管
理
に 、

開
発
さ
れ
た
兵
器
を
生
陸
す
る
最
終
過
程
は
軍
郎
管
理
の
下
に
ほ
く 、

と
い
う
も
の
で
あ
っ

た 。
第
二
段
沿
に
う
つ
る
時
丸
は 、
一
九
匹
匹
年一
月
以
降
の
あ

る

時
期
と
さ
れ
た。

盈
案
で
反
対
誌
者
た
ら
は
れ
得
さ
れ 、
計
画
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た 。
し
か
し 、
こ
の
妥
協
案
は、

要
す
る

に
軍
部
管
理
ご
の
移
行
を
延
ば
し
た
に
す
ぎ
ず 、
軍
罰
管
理
そ
の
も
の

を

否
定
し
た
の
で

は

な
か
っ
た ．

墨
翌 、
こ
の
よ
う
に
楼
密
保
持
上
の
理
由
か

ら

立
郎
管
理
に
固
執
し
た
の

は

な
ぜ
で
あ
る
う
か 。
科
学
者
た
ら
は

ド
イ
ツ
の
麻
祖
塁

に対
抗
す
る
ため
原
ほ

の

早
期
閑
発
を
照
り 、
そ
の
た
め
大
幅
な
研
究
活
動
の
自
由
を
の
ぞ
ん
で

い
た 。
そ
の

ため
研
究
の
独
立
と
自
由
な
科
学
者
閉
の
研
究
交
流
を
大
幅
に
要
求
し
た
が 、
軍
祁
に
は
別
の
国
際
政
冶

観
が
あ
っ
た ．
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い

迫
水
内
閣
書
記
官
長
（
和
平
派）
の
原
燻
投
下
の
は
を
閲
い
た
吟
の
感
想

＂
原
這
投
下
を
歌
傘
R
結
の
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
こ
と
が
出
来
る ．
託
獣
に
当

っ
て 、
そ
の
責
任
を 、
軍
饂
に
も
生
産
蓄
に
も 、
そ
の
他
の
い
か
な
る
人
に

t 、
も
っ
て
い
く
必
夏
は
な
く 、
原
母
だ
け
に
責
任
を
お
っ
か
ぷ
せ
れ
ば
い

、
、
‘
、、
、
、
、
、

い
の
だ 。
こ
れ
は
う
ま
い
口
哭
だ ．．
 

向

夏
繹
外
相
（
和
平
派）
の
八
月
七
8
の
閣
僚
会
区
で
の
提
案

、
、
、
、
ヽ
｀
、
、
、
、

武
爆
の
出
現
は 、
軍
偏
に
も
駐
傘
終
結
の
湮
を
与
え
る
の
で ｀
ポ
ッ
グ
ム

宜
言
を
基
況
に
終
融
を
考
え
て
It
如
何u
( ·
只
祓
私
姓．）

り

同
会
絋
で
の
陸
軍
（
主
敵
派）
の
愚
lit

咸
島
に
苔
ち
た
這
藻
は
原
瀑
で
は
な
く
巨
大
な
弩
通
遠
弧
に
過
ぎ
な
い
と

、
、
、
、
、
、

主
張

品
鳥

拿
音

ぶ
い
て
敗
走
し
た」
平
舷
匹

ぶ
t

包
で、
原
爆

を
理
由
と
す
る
終
戦
に
反
対
し、
陸
零
が
広
＆
の
現
地
g
王
を
行
う
文
で

（
辰
遅
を
投
下
し
た
と
い
う）
ト

ル
ー

r
ン
放
送
の
内
容
を
国
民
に
知
ら
せ

、
、
、
、
、
、
`
‘
、
、
、
、
、
、
、

て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
た ．
そ
の
結
果
外
相
提
案
は
紐
題
と
し
て
は
試
さ

、
、
、
、
、

れ
な
か
っ

た ．

日

歴
寡
の
各
祈
闊
社
謳
槃
局
長
へ
の
遷
示
（
八
月
六
日）

＂
わ
れ
わ
れ
は
広
島
に
投
下
さ
れ
た
渇
弧
ほ
従
来
と
は
具
っ
た
も
の
だ
と
思

っ
て
い
る ．
し
か
し、
目
下
情
輯
は
不
充
分
で
あ
り 、
逗
当
な
情
面
が
入
手

し
た
ら 、
何
ら
か
の
兌
表
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
か
ら 、
孜
＾
が
発
衰
を
行

う
ま
で 、
こ
の
二

L

ー
ス
は
紙
面
の
目
立
た
た
い
と
こ
ろ
に

、
普
通
の
罫
市

遺
撃
と
間
じ
よ
う
に
輯
逼
し
て
貰
い
た
い ．

困

控
箪 、
情
帆
Ill
郡
長
会
謳
の
瓢
爆
公
表
に
猛
反
対

・
八
月
七
8
の
情
輯
局
那
長
会
謳
で 、
一

｀
対
外
的
に
は
奔
人
這
的
武
岳
の

便
用
に
つ
い
て
宣
伝
し 、
二 、
灯
内
的
に
は
国
民
に
新
た
た
る
覚
晉
を
姜
誼

す
る
た
め
原
子
燻
翠
と
公
表
と
方
針
決
弓
外
務
省
は
安
成
し
た
が
陛
軍
側

は 、
一

、
虚
揖
の
は
略
宣
伝
か
も
知
れ

g 、
二 、
田
民
の
心
運
に
強
い
衝
塁

を
与
え
る
と
い
う
覆
由
で
反
対 、
憤
輪
局
の
妥
協
案
も
押
切
っ
て 、
廉
干
這

渾
で
な
く
「
新
裂
這
弾」
と
し
て
亮
衰
さ
せ
た ．
（
下
村
涵
剛
「
月
獣
記」）

り

八
月
十
日
堕
軍
妖
鯰
部
の
全
軍
へ
の
情
況
通
輯

＂
こ
の
種
の
這
弾
（
慨
爆
ー

注）
は
恐
る
ぺ
さ
も
の
に
あ
ら
ず 、
孜
が
万
に

対
策
あ
り ．

一
、

弁
体
を
演
覆
し
て
い
れ
ば
火
傷
は
防
ぎ
う
る
こ
と 。

二 、
白
色
の
着
物
を
き
て
い
れ
ば
火
傷
が
経
い 。

三 、
防
空
妥
に
入
っ

て
い
た
も
の
は
火
傷
が
胚
い 。

凶

原
爆
投
下
が
和
平
派
と
主
戟
派
に
与
え
た
影
雫

二

原
燿
投
下
に
よ
ら
な
い
日
本
の
隣
伏
に
つ
い
て
の

（
 

ア
メ
リ
カ
の
見
忙

白

翌
軍
航
空
部
依
F
令
官
ア
ー
ノ
ル
ド

大
符
の
見
緯
（一
九
四
五
年
七
月）

＂
日
本
は
侵
潟
と
海
上
封
鎖
に
よ
っ

て 、
す
で
に
虻
を
つ
き
か
け
て
い
る ．．
 

＂
B
*
上
陸
作
獣
の
必
憂
は
な
い ．．
．

日
本
人
は
既
に
割
空
権
を
喪
失
し
て

し
*-
っ

た
の
だ
か
ら 、
到
圧
な
が
く
は
持
ち
耐
え
得
た
い 。“

困

ラ
ル
フ
・

バ
ー
ャ
嵩
軍
次
官
の
原
燻
便
月
に
閲
す
る
宜
え
書
（一
九
四
五

委
月
廿
七
日）

9
 ••
 ;•
こ
こ
数
週
閏
来 、
本
官
は
日
本
政
府
が
降
伏
の
ぎつ
か
け
を
つ
か
む

た
め
何
ら
か
の
攘
会
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
逼
信
す
る
に
い
た
っ

た ．
．．．．．．

 

(
B
本
に）
ソ
連
の
魃
度
を
告
げ 、
わ
れ
わ
れ
に
厚
爆
使
用
の
tt
iii
が
あ
る

こ
と
に
関
し
て
若
干
の
憤
帆
を
与
え
る ．
も
ち
ろ
ん
集
条
件
応
伏
後
の
天

臭
お
よ
び
日
本
の
処
還
に
つ
い
て
大
統
領
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
伝
え

る ．
そ
れ
は
日
本
の
探
し
求
め
る
益
伏
の
犠
会
を
あ
た
え
る
こ
と
に
十
分
た

り
う
る
も
の
と
＊
官
は
考
え
る 。
こ
の
よ
う
た
手
段
を
と
っ
て
も 、
わ
れ
わ

れ
と
し
て
は
失
う

所
は
た
い
と
患
ぅ ．．

 

匈

ソ
速
参
已
が
和
平
派
と
主
戟
派
に
与
え
た
影
響

い

八
月
九
日
m 、
ソ

逼
参
敗
の
輯
を
閲
い
た
と
き
の
鈴
木
首
相
（
和
平
派）

の
心
祝

“
こ
の
さ
史
ソ
逐
の
追
攻
な
辺
え
た
な
ら
ば
ニ
ヶ

月
と
は
持
ち
堪
え
岱
な
い

で
あ
ろ
う ．

遅
に
仔
戟
の
最
悛
的
g
関
が
来
た
な
と 、
余
は
孜
と
牧 、か
肛
に

註
り
聞
か
せ
た 。•
（
鈴
木
貫
太
郎
0
述
「
終
欧
の
表
内」）

向

八
月
九
日
午
杖
最
高
載
争
指
濁
者
全
黛
で
の
鈴
木
首
相
の
発
言

“
広
品
の
原
子
爆
藻
で
ッ
●
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
所へ 、
今
朝
の
ソ
遠
年
吸

で
闇
囲
の
情
勢
七
き
圧
駿
を
註
統
は
不
可
紀
と
い
う

外
な
く 、
ど
う
し
て

も
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
を
受
ば
せ
ざ
る
を
得
な
い．．．．．． ．u
（
綬
払
霰
牛
指
迅
者
会

公
曼
田
軍
m
令
部
長
官
手
記）

い

五
月
+-
B
1

十
四
B
最
高
戦
佑
指
迅
零
会
紐
立
見一
致
這
項

＂
現
下
日
本
が
英
米
と
の
閏
に
国
力
を
は
し
て
獣
い
つ
つ
あ
る
閏
に
お
い

て 、
蘇
＂
の
参
駅
を
見
る
が
如
き
こ
と
あ
る
に
お
い
て
は 、
帝
国
ば
そ
の
死

命
を
甘
せ
ら
る
ぺ
き
を
も
っ

て 、
対
英
米
戦
が
如
何
な
る
ほ
相
を
昼
す
る
に

せ
よ
帝
国
と
し
て
は
極
力
そ
の

言
防
止
に
努
め
る
必
要
あ
り 。
尚
孜
方
と

し
て
は
右
＃
戟
防
止
の
み
た
ら
ず 、
遍
ん
で・て
の
好
屯
的
中
立
を
疫
得
し 、

延
い
て
11
執
争
の
紆
緒
に
関
し`

孜
方
に
布
利
な
仲
介
を
お
さ
し
む
る
を
布

利
と
す
る
を
も
っ

て 、
こ
れ
笞
の
目
的
を
も
っ
て 、
速

含
日
丑
丙
国
閉
に

話
し
合
を
開
始
す
る
t
の
と
す 。
．．．．．．

 “ 

囮

第
二
次
大
也
中
の
米
ソ
関
係
に
つ
い
て
の
資
粗

い

ル
ー

ズ 、ヘ
ル
ト

大
玩
顧
の
ソ
逼
に
対
す
る
限
度 、
日
務
次
官
す
ム
ナ
ー
ウ

エ
ル
ズ
の
証
言

＂
私
は
た
め
ら
う
こ
と
た
＜
断
言
出
来
る
が・・・・・・
ル
ー
ズ
ペ
ル
ト

大
統
慎
は

一
九
匹一
年
の
K
月 、
ヒ
ッ
ト
9
ー

が
ソ
連
に
侵
入
し
た
と
き
以
来 、
米
ソ

丙
国
政
府
の
運
解
と
協
力
を
も
っ

て
ア
メ
リ
カ
外
交
政
索
の
不
可
欠
の
選
石

の
一
っ
と
見
な
し
て
い
た ．、

＂
フ
ラ
ソ
9
リ
ソ
・

ル
ー ・ス
ペ
ル
ト
に
と
っ

て

は 、
ソ
返
と
の
厖
固
た
る
協
定
ば 、
埓
来
の
平
和
に
欠
く
こ
と
の
出
来
た
い

関
石
で
あ
っ
た ．

向

ス
ク
ー
リ
ゾ
の
米
由
に
対
す
る
洒
度
（
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
国
務
長
官
の
証

宮）＂
ス
ク
ー
リ
ソ
ば ｀
ア
メ
リ
カ
と
ソ
ビ
エ
ト 、
か
丑
も
共
感
的
な
憩
度
で
協
拭

し、
協
力
す
る
こ
と
が
必
賽
で
あ
る
こ
と
を
強
閃
し
た 。

り
一
九
四
三
年
十
二
月

テ
ヘ
9
ソ
会
は
終
了
後
の
三
田
共
問
声
明
末
文

“
わ
れ
わ
れ
(
Ja
t ．ス

ペ
ル
ト 、
ス
ク
ー
リ
ツ 、
チ
ャ
ー
チ
ル）
は
希
望
と

決
意
を
し
っ

て 、
こ
の
地
（
テ
（
ラ
ソ）
を
訪
れ
た 。
わ
れ
わ
れ
ほ
亭
実
に

お
い
て
も 、
閂
神
に
お
い
て
も
目
的
に
お
い
て
も
友
人
と
し
て 、
こ
の
池
を

去
る ．．

 

例

米
ソ
関
係
の
転
機
（
冷
た
い
戟
争
の
は
じ
ま
り）

ル
ー

ズ
ペ
ル
ト
の
死
と
ド

イ
ツ
降
伏
の
接
近

向

ル
ー
ズ ．（
ル
ト
死
去
に
店
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
反
ソ
派
の
感
度
（
ヴ
ァ
ン

デ
ソ ．ハ
ー
ク
上
院
外
交
委
µ
た
の
B
記）

＂
こ
れ
（
ル
ー ・ス
ペ
ん
卜
の
氏）
に
よ
っ
て
出
来
るー
つ
の
こ
と
は 、
役
が

ス
ク
ー
リ
ン
や
チ
ャ
ー

チ
ル
に
あ
た
え
に
密
約
を
さ
れ
い
さ
っ

ば
り
と
潟
S

立
に
す
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
It
tL
It
だ
結
れ
な
こ
と
で
あ
る 。
世
界

の
遅
命
を
泣
占
す
る
も
の
と
し
て
の ．ヒ
ッ

グ
・

ス
リ
ー

（
米
英
ソ
の
三
巨

隕）
は
も
う
存
在
し
た
い ．“

H
ル
ー ・ス

ペ
ル
ト
の
対
ソ
賓
和
政
策
11
過
去
の

も
の
に
た
っ
た ．“
(「
ヴ
ァ
ッ
デ
ソ ．＾
ー
ク
の
私
文
書
b

••
 

榊

ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
強
硬
政
策
の
苔
頭
（一
九
四
五
年
四
月
廿
一
日
の
会

蹟）・
ソ
連
に
対
し
て
強
い
應
度
を
取
る
ぺ
き
時
代
が
や
っ

て
来
た 。
ロ
ツ
ア
が

欧
州
や
ア
ジ
ア
で 、
そ
の
獣
争
乃
力
を
ゆ
る
め
又
ほ
停
止
さ
せ
て
も 、
そ
れ

は
孜
々
の
殷
今
の
晨
ii
を
特
に
俎
む
こ
と
は
出
来
た
い
だ
ろ
う ．＂

『原爆投下への道』

荒井信
一 東大出版会

↓ 

田

原
爆
完
成
が
ア
メ
リ
カ
の
指
導
者
に
た
い
し
て
も
っ

た
意
味

い

リ
ー

イ
提
督

＂ー
つ
の
要
因
が
私
を
含
め
て
多
く
の
人
の
考
え
を
変
え
る
こ
と
-」
た
っ

た ．
．．．．．

 そ
れ
は
原
爆
で
あ
る 。
＂（
リ
ー

イ
「
私
は
そ
こ
に
い
た
J
)

向
．ハ

ー
ン
ズ
国
坊
長
官

＂
原
遇
は
日
本
を
打
む
る
た
め
に
必
裏
た
の
で
は
な
く 、
宣
ー
ロ
ッ
パ
で
ソ

逼
を
も
っ
と
稟
し
や
す
く
す
る
た
め
に
投
下
さ
る
ぺ
き
で
あ
る 。＂
（
匹
五
年

六
月）
＂

ソ
連
が
入
っ
て
来
る
前
に
日
本
を
是
罪
と
し
片
づ
け
て
し・エ
し
た

ぃ ．“
（
七
月
廿
八
B)
（「
フ
ォ
レ
ス
ク
9
日
記」）

り

ト
ル

ー
F
ン
大
統
惧

＂
し
し
そ
れ
合
R

爆）
が
n
得
通
り
に
口
発
す
れ
ば 、
あ
の
迅
中
（
ソ
辺）

に
対
し
て
ム
り
か
ざ
す
ハ
ン
r
ー

を
頂
実
に
も
つ
こ
と
が
出
来
る 。＂
（
七
月

上
旬）

⇔

ボ
ッ
ダ
ム
会
訣
途
中
に
お
け
る
ト
ル
ー
マ
ン
の
潤
度
の
変
化
（
チ
ャ
ー
チ

ル
の
圧
霞）

（
属
爆
成
功
の―一
4

ー
ス
を
閲
い
て）
れ

こ
れ
で
昨
B 、
ト

ル
ー

r
ソ
に
何

が
起
っ
た
か
分
っ
た
よ ．
こ
れ
を
五
ん
で
来
た
の
だ
わ ．
文
る
で
別
人
の
よ

う
だ
っ
た
よ 。
ソ
連
側
に
は
有
慧
を
い
わ
さ
ぬ
七
ぷ
り
で 、
会
公
を一
人
じ

め
だ
っ
た
よ ．
“（
チ
ャ
ー

チ
ル
「
第
二
次
大
戦
回
類
錢」）

5

チ
ャ
ー

チ
ル
の
原
遠
に
対
す
る
エ
え

点
ぼ
は
填
伝
が
出
米
次
第
便
用
す
べ
き
で
あ
る 。
今
最
後
の
瞬
閏
に
な
っ

て 、
こ
の
極
更
戟
線
に
ソ
逗
を
雰
加
さ
せ
た
い
で
も
日
本
は
凸
伏
す
る
で
あ

ら
9 .
”(「

第
二
次
大
玖
回
孤
錢
b

ボ
宜
言
は、

全
体
と
し
て
二
部
に
分
か
れ 、

後
半
に
は 、

荊
述
の
よ
う
な
日

本
の
降
伏
を
促
進
す
る
よ
う 、

希
望
を

も
た
せ
る
条
件
が
記
し
て
あ
る
が 、

前
半
は 、

日
本
が
抗
戦
を
続
け
る
揚
合
に
つ
い
て
の
き
び
し
い
野
告
と
な
っ
て
い

る 。
と
く
に
「
わ
れ
ら
の
軍
事
力
の
気
高
度
の
使
用
は 、

日
本
田
豆
島
の
不
可
遥
的
で
完
全
な
況
滋
を
意
味
す
る
で
あ

ろ
う
し 、
ま
た
同
じ
く
必
然
的
に 、

日
本
国
本
土
の
完
全
な
碇
送
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う」
の
一
句
は 、

原
爆
が
佼
用

さ
れ
た
以
後
の
時
点
で
筏
め
ば 、
た
し
か
に
原
懲
投
下
に
よ
る
被
吾
を
予
告
し
た
も
の
と
し
て
駐
め
な
い
こ
と
も
な
い

が 、

宜
言
文
に
は、

原
爆
の
よ
う
な
超
強
力
な
兵
器
の
存
在
や
使
用
を
暗
示
す
る
言
栞
は
な
く
、

宜
言
の
発
出
さ
れ
た

時
点
で
は、

日
本
側
に
威
顎
と
し
て
し
か
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た 。
こ
う
し
て 、
ボ
宣
言
は 、

そ
れ
自
体
と
し
て
は 、

舒
告
と
し
て
も 、

日
本
の
店
伏
と
粽
引
十
る
も
の
と
し
て
も
迫
力
を
欠
く
も
の
と
な
り 、

客
競
的
に
は 、

原
燎
投
下
を

正
当
化
す
る
口
実
（
日

本
が
槃
条
件
砕
伏
に
応
じ
な
い
の
で
吝
と
し
た 、

あ
る
い
は
事
前
に
舒
告
を
与
え
た
の
に 、
こ

れ
に
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
の
で
落
と
し
た）
と
し
て
利
用
し
う
る
も
の
と
な
っ
た 。
い
わ
ば 、

尻
俎
投
下
の
事
前
埠
偏

の
一
っ
と
い
う
役
11
し
か 、

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。

そ
れ
で
は
ボ
宜
言
の
原
案
は 、

そ
れ
を
発
出
さ
れ
る
際 、

ど
の
よ
う
に
書
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か 、

ま
た
そ
れ

は
何
故
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か ．

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
ス
チ
ム
ソ
ン
の
用
意
し
た
対
日
翌
告
案
は 、

さ
ら
に
国
務
省
•

海
軍
省
の
検
討
を
経
て 、

七

月
六
日
に
ボ
宣
言
の
原
案
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
が 、

そ
の
ご一
条
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
ス
チ
ム
ソ
ン
の
考

え
方
が
箱
承
さ
れ
て
い
た 。
「
こ
れ
ら
の
（
占
領）

目
的
が
達
成
さ
れ ｀

日
本
人
民
を
代
表
す
る
性
格
を
も
ち 、

平
和

的
傾
向
を
有
し
か
つ
衷
任
あ
る
政
府
が
迂
問
の
余
地
な
く

樹
立
さ
れ
た
時
に
は 、

逃
合
国
占
傾
宜
は
た
だ
ち
に
憶
退
す

る
で
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
う
な
政
府
が
日
本
に
お
い
て
侵
賂
的
茸
国
主
粒
の
将
来
の
発
展
を
不
可
危
と
す
る
よ
う
な
平
和

政
策
を
追
求
ナ
る
上
で
哀
正
の
決
意

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
平
和
受
好
柑
図
が
確
信
で
き
る
場
合
に
は 、

こ
の
う

ち
に
現
在
の
皇
統
の
下
に
お
け
る
立
窓
君
主
制
a
constit
utional
 monarchy
 under
 the
 pre
sent
 dynasty
 

が
包
含
さ
れ
る
で
あ
ろ
う」 ．

し
か
し 、
七
月
二
六
日
に
公
表
さ
れ
た
ポ
宜
言
の
ー
ニ
条
は、
ス
チ
ム
ソ
ン
た
ち
の
用
意
し
た
原
案
が 、
つ
ぎ
の
よ

う
に
変
え
ら
れ
て
い
た 。
「
前
記
紆
（
占
領）
目
的
が
達
成
さ
れ 、
か
つ
日
本
国
国
民
の
自
由
に
表
明
し
た
意
志
に
従

い
平
和
的
傾
向
を
有
し
か
つ
衰
任
あ
る
政
府
が
柑
立
さ
れ
た
時
に
は 、

連
合
国
占
領
軍
は
た
だ
ち
に
日

本
国
か
ら
撤
退

十
る
で
あ
ろ
う」し

こ
こ
に
は 、

原
案
に
あ
っ
た
よ
う
な
天
星
制
に
つ
い
て
の
明
確
な
保
証
は
姿
を
滑
し
て
い
る。

↑ 

西島有厚 「原爆投下の意味」
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わ
れ
わ
れ
は 、

も
し
こ
の（
慢
攻）
計
画
を
実
行
に
移
す
な
ら 、

主
淡
な
駐
閃
は 、

少
な
く
と
も
一
九
四
六
年
後

半
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
惜
定
し
た 。

私
は 、
こ
う
し
た
作
歎
が
米
軍
だ
け
で
百
万
人
以
上
の
彼
害
を
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る 、

と
知
ら
さ
れ
た 。

3
4
 

＞
 

a
 最

初
か
ら 、

原
渇
の
目
に
見
え
る
記
録
は
構
造
物
へ
の
影
轡
に
限
ら
れ 、

人
間
へ
の
影
響
は
避
け
る
か 、

焦
桟
さ
れ

て
い
た。

ヒ
ロ
シ
マ
及
の
散
週
閲 、
マ
ブ

カ
ー

サ
ー

の
日
本
上
陵
前 、

利
用
可
託
な
唯一
の
写
真
は
キ
ノ
コ
震
だ
っ
た 。

そ
れ
は
恐
ろ
し
い
が 、

地
上
に
い
る
人
間
に
関
わ
る
も
の
か
ら
は
切
り
濠
さ
れ
て
い
る 。

八
月
末 、

米
軍
機
が
広
島
や

長
鯖
上
空
を
低
空
飛
行
し
給
め
た
峙 、

廃
填
の
最
初
の
写
真
が
現
わ
れ
た 。

荒
沫
と
し
て 、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
建
物
は

わ
ず

か

し
か
な
く 、

焼
け
熊
げ
た
木
が 、

平
ら
な 、

不
気
味
で
恐
ろ
し
い 、

人
通
り
の
な
い
光
景
に 、

点
を
打
つ
よ
う

に
立
っ

て
い
た ．

そ
れ
で
も 、

こ
う
し
た
写
真
は
惨
禍
を
正
し
く
伝
え
る
も
の
と
は
言
い
廷
い 。

ど
の
写
真
も
全
体
の
破
壇
状
況
で
は

な
く 、

あ
る
特
定
祁
分
に
隈
ら
れ
て
い
る 。

新
聞
や
雑
訪
は
焼
夷
弾
で
焼
き
払
わ
れ
た
東
京
の
一
帯
の
同
じ
よ
う
な
光

景
を
褐
鮫
し
て
い
た ，

広
島
は
ほ
と
ん
ど
す
ぺ
て
が
は
壕
さ
れ
た
の
に 、

東
京
は
大
祁
分
の
違
物
が
残
っ

て
い
る
こ
と

を
知
る
す
ぺ
は
な
い 。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・

ヘ
ラ
ル
ド
ト
リ
ピ
ュ
ー
ン
紙
が
広
島
と
東
京
の
写
真
を
隣
り
合
わ
せ
に
絨
せ

た
峙 、

広
島
の
瓦
礫
が
細
か
く

砕
か
れ
て
い
る
こ
と
を
除
い
て 、

兎
者
の
区
別
は
困
II
だ
っ

た 。

数
日
禎 、

新
聞
や
縫
鯰
は
地
上
で
撮
影
さ
れ
た
丑
初
の
写
真
を
掲
紐
し
た 。

そ
の
中
に
い
る
人
間
は 、

瓦
礫
の
中
を

員
＜
克
沫
と
し
た
這
を
歩
く
人
ー
ー

死
者
で
は
な
く 、

生
さ
て
い
る
こ
と
の
証
し
だ
っ

た 。

ラ
イ
フ
粒
は
廃
辻
に
な
っ

た
工
場 、

ね
じ
れ
た
木
と
霞
柱 、
「

爆
風
の
き
ま
ぐ
れ」
で
市
内
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
市
パ
ス
の
骨
格
と
い
っ

た
写
真

を
駁
せ
た 。
ヘ
ン
リ
ー
・

ル
ー

ス
は 、

日
増
し
に
技
術
が
進
み 、

複
雑
化
す
る
世
界
の
中
で 、
「
写
真
の
紙
力」

を

「
出
米
事
を
把
匿
し 、

感
情
を
凝
繍
し、

覧
き 、

激
励
し 、

導
き 、

時
に
は
様
黒
さ
せ
る」
舷
力
だ
と
述
ぺ
て
い
る 。

だ
が 、

ラ
イ
フ
江
の
広
島
の
写
真
は
こ
の
と
れ
に
つ
い
て
も 、

完
全
に
は
成
功
し
て
い
な
い 。

イ
メ
ー
ジ
は
人
間
大
だ

が 、

人
間
に
対
す
る
汲
頃
の
証
聾
を
欠
い
て
い
る 。

ラ
イ
フ
誌
の
駁
明
で
は 、

広
島
は
単
に 、
「
今
な
お 、

悪
臭
の
た

だ
よ
う
瓦
幽
の
山」
で
あ
る 。

写
真
に
は
一
人
の
負
傷
者
も
登
場
せ
ず 、

病
人
や
け
が
人
を
治
療
す
る
医
師
や
看
項
蝸

の
姿
も
な
く 、

火
葬
用
の
マ
キ
も
な
く 、

悲
嗅
に
く
れ
る
人
も
い
な
い 。

写
真
の
中
に
表
現
さ
れ
る
物
理
的
な
被
害
も 、

そ
の
す
さ
ま
じ
さ
を
十
分
示
す
も
の
で
は
な

か

っ
た。
（
字
校
や
病
院 、

住
宅
は
含
ま
れ
て
い
な
い 。）

ト
ル
ー

マ
ン
大
統
傾
で
さ
え 、

原
爆
の
人
間
へ
の
影
響
を
見
る
こ
と
を
け
害
さ
れ
た 。

陸
軍
航
空
部
位
司
令
官
で
あ

る
ハ
ブ

プ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
大
統
領
に 、

原
燻
投
下
を
受
け
た
祁
市
の
写
真
ア
ル
パ
ム
を
送
っ

た 。
ト

ル
ー

マ
ン
は
ア

ー
ノ
ル
ド

に 、

偏
人
的
に
感
謝
を
伝
え
て
い
る 。

し
か
し 、

写
真
の
大
部
分
は
航
互
写
真
だ
っ

た 。

地
上
か
ら
撮
影
さ

れ
た
写
真
は
四
枚
し
か
な
く 、

こ
の
中
に
瓦
礫
を
歩
き r

0
ど
い
け
が
を
し
た
よ
う
に
見
え
る
人
は
い
な
い 。

実
際 、

投
下
の
結
果
が
人
間
の
表
清
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ヒ
D
ン
マ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
メ
リ
カ
人
が
見
る
ー_
ー

す
な

わ
ち 、

そ
れ
を
許
さ
れ
る
ー
l

↓三
で
に
は
何
年
も
か
か
っ

た 。
（
ラ
イ
フ
誌
は
後
に 、
「
世
界
は
原
逗
の
は
壇
の
物
理
的

な
効
累
し
か
知
ら
な
い」
と
述
べ
た 。）

b
 

(
1)

原
燻
伎
用
前
に 、
ル
ー

ズ
ペ
ル
ト

や
ト

ル
ー

マ
ン
あ
る
い
は
「

政
府
の
費
仕
あ
る
メ
ン
パ
ー」

の
雄
か
が 、

原
爆
が
準
償
で
き
た
段
階
で
使
う
べ
き
で
な
い
と
示
咳
し
た
こ
と
は一
度
も
な
い 。

原
燿
は
「
ど
ん
な
他
の」

致
死
性

の
兵
荘
と
も
同
様 、
「

合
法
的」
と
考
え
ら
れ
て
い
た 。

(
2)

科
学
専
門
委
員
会
と
の
半
直
な
蘊
は
の
後 、

哲
定
委
員
会
は
一
九
四
五
年
六
月一
日 、

大
恥
領
に
対
す
る
次

の
よ
う
な
勧
告
を
採
択
し
た 。

原
辺
は
8
本
に
対
し、

で
き
る
だ
け
早
期
に
使
用
す
ぺ
き
で
あ
る 。

原
爆
は
家
且
や
建

物
に
囲
ま
れ
た
箪
石
藉
設
と
い
う
「
二
璽
の
目
襟」
に
対
し、

使
用
す
べ
き
で
あ
る 。

原
燿
は
事
前
の
警
告
な
し

に
伎

用
す
べ
き
で
あ
る 。
「

途
方
も
な
い
シ
ョ
ッ

ク
だ
け
が 、

天
皇
か
ら
真
の
降
伏
を
引
き
出
す 。
．．．．．．

 原
埠
は
こ
う
し
た

目
的
に 、

著
し
く
遍
し
た
兵
註
で
あ
る
f )

(
3)

委
員
会
で
同
意
し
な
か
っ

た
の
は
ラ
ル
フ
・

パ
ー
ド

渇
軍
次
[g
だ
け
で 、

彼
の
反
対
は
百
告
が
な
い
こ
と
に

摂
定
さ
れ
て
い
た 。

委
員
会
は
非
居
住
区
域
に
お
け
る
公
開
爆
発
尖
験
に
つ
い
て
「
注
意
深
く

検
討
し
た」
が 、

こ
の

計
面
は
「
実
際
的
で
は
な
く」
危
検
だ
と
し
て
退
け
た 。

原
爆
は
一
度
実
腹
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
か
ら 、

公
翡
実

験
が
「

不
発
J

に
沢
わ
る
可
能
性
が
あ
り 、

そ
う
な
れ
ば
隣
伏
を
引
き
出
す
努
力
を
阻
害
す
る 。
「
さ
ら
に 、

わ
れ
わ

れ
に
は
篇
駄
使
い
す
る
原
俎
は
な
か
っ

た 。
わ
れ
わ
れ
が
当
峙
持
っ

て
い
た
少
磁
の
係
燿
で
十
分
な
効
果
を
得
る
こ
と

が
死
活
的
に
重
要
だ
っ

た」 。

科
学
専
門
委
員
会
は 、
「
技
術
的
な
公
開
実
験
で
は
阻
争
を
終
結
さ
せ
る
可
能
性
は
低
い 。

ヽ
｀
．
．

 、
．
．
．

 、
．
．

 、｀
ヽ
．
．

 、．
、
｀
、
、
｀

頁
悽
的
な
軍
事
伎
用
以
外
に
許
容
し
得
る
代
案
は
な
か
っ

た」
と
侵
苔
し
た。
（
ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
は
注
意
深
く
「
傍
点

は
私
に
よ
る」
と
書
き
貿
め
て
い
る 。）

了

4)

日
本
は
交
渉
に
よ
る
降
伏
を
求
め
て
い
る
が 、

条
件
は
「
あ
い
ま
い」
で 、

慧
条
件
店
伏
と
は
大
き
く

関
た

っ
て
い
た 。

日
本
の
軍
亭
的
決
烹
が
弱
ま
っ

て
い
る
と
い
う
兆
し
は
な

か

っ
た 。

五
百
万
の
兵
と
五
千
般
の
特
攻
復
を

行
っ
r

一
大
軍
事
勢
力
が 、

文
字
ど
お
り 、

死
ぬ
ま
で
駐・
つ
耗
力
を
す
で
に
十
分
見
せ
つ
け
た
人
種
L

に
属
し
て
い
た

U

(
5)

一
九
四
五
年
七
月
二
日 、
ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
は
大
統
領
に
対
し 、

原
這
の
使
用
前
に
「
最
後
の
概
会
を
与
え

る
J

通
告
を
送
る
よ
う
促
し
た。

ポ
ツ
ダ
ム
の
冠
後
通
告
は
七
月
二
十
六
日
に
提
示
さ
れ 、

8
本
は
二
日
後
に
拒
否
し

た 。

そ
れ
ゆ
え 、

原
爆
は
広
島
と
長
関
に
投
下
さ
れ
た 。
こ
の
二
都
市
は
「
a
本
の
社
争
遂
行
努
力
の
活
動
的
な
邸

分」
で 、

広
島
は
「

陸
軍
の
中
心」 、

長
崎
は
「
海
軍
と
薩
業
の
中
心」
だ
っ

た 。

(
6)

ナ
ガ
サ
キ
の
悛 、
「

結
果
を
知
る
た
め ‘
-
a
待
っ

た
」 。
「
わ
れ
わ
れ
の
凶
伏
条
件
を
受
粍
す
る 、

日
本
の

敢
柊
決
定
を
支
配
し
た
委
素
は
原
埠
だ
っ

た
j

•

東
京
へ
の
焼
洟
積
攻
繋
は
広
島
へ
の
原
瀑
投
下
よ
り
も
大
き
な
物
的

旧
吝
と
人
的
被
害
を
出
し
た
が 、

原
瀑
は
革
単
的
手
段
以
上
の
も

の
だ
っ

た 。
「
そ
れ
は
心
理
的
な
兵
狂
だ
っ

た」 。
日

本
の
烙
伏
は
原
燿
が
「
わ
れ
わ
れ
が
意
図
し
た
µ
的
通
り
似
い
た
」
こ
と
を
圧
明
し
た 。

(
1)

敗
牛
の
類
は
死
で
あ
る 。

だ
が 、

日
本
へ
の
原
渇
投
下
の
決
定
は
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
b
っ
と
も
品
み
舷

う
こ
と
が
少
な
い
選
択」（
こ
れ
は
非
常
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
く
だ
り
に
な
る）
だ
っ
た 。

そ
れ
は
焼
夷
弥
攻
繋
を
中
止

さ
せ 、

陸
軍
部
隊
の
街
突
を
回
辺
し
た 。
「

広
島
と
仕
絡
の
は
汲
が
日
本
と
の
取
争
を
終
わ
ら
せ
た」 。

＞
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>
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＞
 

＜
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批
評
家
を
沈
黙
さ
せ
る

＜

一
九
四
七
年
一
月
末
に
発
行
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
の
鯰
文
は 、

冷
静
で 、

公
平
で 、

駐
る
よ
う
な
鵡
子
と
い
う
部

店
に
同
じ

理
由

か

ら 、

ジ
ョ

ン
・

ハ
ー
シ
ー

の
「
に
ロ
シ
マ
」
が
生
み
出
し
た
の
に
よ
く
似
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を

巻
き
起
こ
し
た 。
ハ
ー

パ
ー

ズ
の
表
紙
ー
ー
「
ヘ
ン
リ
ー
・

ス
テ
ィ

ム
ソ
ン 、

米
国
が
な
ぜ
原
爆
を
使
用
し
た
か
を
説

明」

ー
ー

は 、

b
っ
と
も
信
預
で
き
る
も
の
と
し
て 、

そ
れ
を
宣
伝
し
て
い
た 。

し
か
し
な
が
ら 、

人
気
の
本
当
の
理

由
は
鱗
台
襄
の
森
雀
に

か

か
っ

て
い
た 。

論
文
は
初
め
て 、

主
要
な
日
付
や
会
合 、

決
定
過
程
の
各
段
階 、

参
加
し
た

す
べ
て
の
人
の
名
前
を
公
表
し
た 。
ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
は
大
統
領
へ
の
メ
モ
の
幾
つ
か
さ
え
渇
紋
し
た 。
こ
れ
は
私
的
な

史
料
だ
っ

た。

う
ジ
オ
放
送
の
取
り
上
げ
か
た
は
広
範
で 、

好
意
的
だ
っ

た 。

解
説
者
は
コ
ナ
ン
ト

が
防
待
し
た
よ
う
に 、
ハ
ー

パ

ー
ズ
の
紀
半
を
靡
団
鯰
で
は
な
く 、

事
実
の
陳
述
と
し
て
扱
っ
た 。

ワ
シ
ン
ト
ン
；

ボ
ス
ト

を
含
め 、

多
く
の
新
閲
は

全
文
を
渇
杖
し、

他
の
新
聞
も
紀
事

か

ら
長
文
を
引
用
し 、

多
く
は
一
面
に
搭
絨
し
た 。

広
く
掲
戯
さ
れ
た
u
p
通
信

の
特
這
は
ハ
ー

パ
ー

ズ
の
鈎
り
気
の
な
い
そ
の
号
に
イ
ン
ク
で
字
を
入
れ
て 、
「
歴
史
的
な
記
卓」
と
呼
ん
だ 。
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は 、

九
人
が
原
燻
使
用
を
決
定
し
た
と
い
う
事
実
だ
っ
た 。

こ
れ
は
暫
定
委
貝
会
の

八
人
の
メ
ン

バ
ー

を
|
ー

初
め
て
そ
の
中
心
的
役
割
が
明
ら
か
に
さ
れ
たー

�
統
領
の
責
任
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
レ
ペ

ル
に
引
き
上
げ
る
も
の
だ
っ
た 。
U
P
の
紀
＊
は 、

こ
れ
ま
で
の
推
定
に
比
ぺ
る
と、

き
わ
め
て
大
き
な
数
字
だ
っ
た

が 、

ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
が
言
う
百
万
人
以
上
の
ア
メ
リ
カ
人
の
約
が
教
わ
れ
た
と
い
う
主
張
も
強
的
し
た 。

各
社
説
は
論
文
を
貰
賛
し
た 。

過
去
一
年
半 、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
・

タ
イ
ム
ズ
は
ヒ
ロ
シ
マ
ヘ
の
決
定
に
関
し
て 、
い
く
つ
か
の
疑
念
を
提
示
し
て
い

た 。

今
や 、

す
ぺ
て
の
疑
い
は
消
え
去
っ

た 。

辺
集
者
は
ト

ル
ー

マ
ン
と
ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
の
紬
理
を
「
反
綸
で
き
な

い
」
と
し 、

彼
ら
の
正
当
化
を
「
饂
該
の
余
地
が
な
い
」
と
し
て 、

肝
心

か

な
め
の
は
U
を
「

脱
潟
は
数
千
人
の
命
を

拭
牲
に
し
て
数
百
万
の
命
を
救
っ
た

J

と
手
際
よ
く
陛
的
し
た 。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・

ヘ
ラ
ル
ド
ト
リ
ピ
ュ
ー

ン
は 、
ハ

ー
パ
ー

ズ
の
“
文
を
支
持
し
た
後 、

ス
テ
ィ

ム
ソ
ン
と
ト
ル
ー

マ
ン
が
ー
ー

そ
し
て
コ
ナ
ン
ト
と 、ハ
ン
デ
ィ

と
コ
ン
プ

ト
ン
が
ー
ーょ

成
し
注
げ
た
こ
と
を
「

過
去
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
十
分」（So
m
uc�
 for
 the
 past)
と
た
っ

た
五
つ
の

忘
れ
ら
れ
な
い
単
托
で 、

断
宮
し
た 。

Slimgon, H 
n
i

 

< d > .,,. 1 947 ~ 1 990 年の米国世論顆査結果か ら く 油井大三郎 『 日 米戟争観の相克』 （岩波書店） よ り ＞
＊ ギ ャ ラ ッ プ潤 査 の 比較 1 945.8 1 947 . 1 0  

原爆の 開 発 は 良 い こ と と 思 う か 69 % 55 % 
悪 い こ と と 思 う か 1 7  % 3 8  % 

他 国 が す で に 原爆 を つ く っ て い る と 思 う （ は い ） 42 % 59 % 
米 国 が 引 き 続 き 原爆 を製造 し院 け る ぺ き か （ は い） 6 1  % 70 % 

コ ナ ン ト ， J . B. (Conant, James Bryant 1893-197B) 

学者でハ ー パー ド大学長 (1933-53) ． 科学者 を組譲 し， マ ン

ッ タ ン 計面 を11t進． 歎後は原爆投下の正当化に全力 を上げた

ス テ ィ ム ソ ン． II. (Stimson, Henry 1867-1950) 寡二次

世 界大戟当峙の戟争長官 ( 194H5) ． 祁市への無差別瀑 撃 に 抵

抗 を 感 じ ． 京都への原爆投 下 に は 強 く 反対 し た． 1947 年 に 原

爆投下の擁護論文を発表

パ ン デ ィ ． M . (Bundy, McGeorge !919- ) 1946 年 に ス

テ ィ ム ソ ン と 協力 し， 原爆正当化給文を執箪． 1961 年

か

ら 66

年ま で大統傾禍佐官（国家安全保悶担当）

ト ル ー マ ン ． H . (Truman. Harry 1884-1972) 33 代 の 米

国大統傾 (1945-53). 1945 年 4 月 の ルー ズ ペ ル ト の念死で副大

統領

か

ら 昇格． 広島 ． 長燐への原遠 投下を 決定

＊ ハ リ ス 調査 の 比 較

原燥投 下 は 、 や む を 得 な かっ た

間 違いだ っ た

* CBS 謂査 1 985.7 

原爆投下は道徳的 な 粽 り だ っ た

＊ ギ ャ ラ ッ プ調 査 1 990.7

原爆投下 を 肯 定

否 定

G ミ ッ チ ェ 叫也 『ア メ リ カ の 中 の ヒ ロ ンマ ・ 上 下』 岩波書店

全

53 % 

4 1  % 

< d 〉

1 97 1  1 982 1 986 

64 % 53 % 67 % 

2 1  % 26 % 24 % 
（ た だ し 、 投下直後 に 否 定 は約 1 0 % 

強 く 貨定

あ る 程度 肯 定

強 く 否 定

あ る 程度否定

60 代

67 % 

26 % 

20 代

38 % 

56 % 

20 % 

1 8 %  

2 5  % 

30 % 

％

％

 

8

5

 

3

5
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油井大 三郎 『 日 米戦争観の相丸』 岩波器店
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【 資料］
..,. G ・ ミ ッ チ ニ Iレ他 『ア メ リ カ の 中 の ヒ ロ シ マ ・ 」：』 （ 岩 波 苔店） よ り ＜ ①～⑪ ＞

（ 「 」 は本苔の中で引用 さ れ て い る 文）
① 1 945.8 .6 ト ルー マ ン 大結領 声明
＊ 数 ヶ 月 か け て 関係者で検討 し て き た声明 文

「 16 時間前 、 米軍機が 日 本の 菫 要 な姪直基地で あ る 広 島 に遠弾を投下 し た。 こ の爆弾は 、 T N T 火 薬 2
万 ト ン以 上の威力 を 持 つ も 。 こ れま で 実 戦 で使用 さ れ た最大 の憬弾で あ る 英困 0) 「 グ ラ ン ド ・ ス ラ ム 」 ，（満
塁 ホ ーム ラ ン） の 2ooo i8以上の遵発力が あ る。

日 本 は真珠活への空か ら の攻繋で戦争 を 開 始 し た。 日 本は そ の 何倍 も の 報復 を 受 け た。 だが 、 戦争が
終 わ っ た わ け で は な いU こ の爆 弾に よ っ て 、 わが 国 は成長 を続け る 軍事力 を補足 し 、 破壊力 に お い て 新
に革命的に増強 を と げた。 こ の種の瀑弾は現在 も 製造中 で、 さ ら に強力な も の を 閲発 中 で あ る 。

こ れは原子瀑弾 で 、 宇宙の基本的 な 力 を利用 し て い る 。 太携が そ の 力 の源 と す る 力 が ｀ 極 寛 に 蝦 争 を
も た ら し た 相 手 に 解 き 放たれた。 」 （ 以 下 、 開 発の経緯、 日 本への警告 な どが続 く ）
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② \945 .8 .7 ペ ン タ ゴ ン か ら 1 4 通 の 発表文 ・ ・ ・ 公 式見解
＊ 上記同様｀ 数 ヶ 月 かけ て 準備
＊ マ ンハ ッ タ ン 計画 に よ る 開発 、 ア ラ モ ゴー ドの実験な ど も は じ め て公表
＊ ［ 何千人 も の 米 兵 の 命 を 救 う J r 霞気の発見やそれ以外の重要 な 発 見 よ り 、 は る かに 直 要 」 r 宇 宙 の 産
本的な力が解 き 放た れ た J 「 原憑 は 三 か所の秘密都 市 で製造J 「新時代 の さ き が け j 「 立 ち 上 る 大火球が砂
漠の太隧 を 曇 ら せ る j （ ア ラ モ ゴー ドの実験の こ と ） 「 科学 と 戦争の新時代J r n 本 、 原爆(J)大被害認め る 」

［原子プ］ 時代」
＊ 広島 の写真は 1 枚 も 公表 さ れず
＊ こ れ ら の文 を 準備 し て き た の は ニ ュ ー ヨ ー ク タ イ ム ズ科学記者W . ロ ー レ ン ス 広 報担 当 に任 じ ら れ
広 く 取材 し 執正 すぺて 当 局が検閲 ・ 保管 し こ の 日 に ま と め て 公 表

③ 投 下 後 の新閲 l ニ ュ ー ス ソ ー ス は 上記の も の
＊ 社説 は 、 ほ と ん ど例外 な く 日 本への原爆使用 を支持 大統頷芦明 の 日 本への復 誓 を 賛美
＊ 広島の写真掲戯な し
* 「科学が 、 こ の新兵器 を 戦争終結前に わ が 物 に し え た の は無条件に喜ば し い」 （ ワ シ ン ト ン ボ ス ト 紙）

（原爆が） 「 程度 に お い て 異 な る が 、 種類に お い て は 戦争 で 日 常使われて い る 他の兵器 と 大差 な い J （ハ
ー ト フ ォ ー ド ・ ク ー ラ ン紙）

④ 投 下 後 の新聞 2 公式発表 に よ ら な い ニ ュ ー ス も 出 て く る
* UP 通信 ・ ・ 東京(/) ラ ジオは 、 広 島 を 「死体が あ ま り に 多 く て 数 え切れない ・ ・ ・ 文 字 ど お り 、 焼 け 焦 げ
た 」 死の町に な っ た と 放送。 「 男 も 女 も ま っ た ＜ 区別不可能だJ 。 街頭で爆発 に あ っ た 人 は 生 き た ま ま 焼
かれ 、 室内 に い た 人 （ま倒れた建物 に 押 し つぷ さ れ 、 医1尿支援は 、 市 内 の 全病院が灰造に期 し た こ と で不

可能。
* AP 通信 ・ ・ ・ 日 本兵 の 目 繋訣 （東京 の ラ ジオ） を配｛日。 「 異様 に ふ く れ 、 焼 け 焦 げて い て一世に も 恐 ろ

しい光素だ一衣服が はがれた足や体が 、 焼け て 水 ぶ く れ に な っ て い る ・ ・ ・ J
＊ ニ ュ ー ヨ ー ク タ イ ム ズ 日 本 は H暴笠を や め さ せ る た め 、 政 治宣伝 を 試みて い る J

⑤ 1 945.8 中 旬 の ギ ャ ロ ッ プ社世論顆査
＊ 原燥使用 支持 80 % 不費成 1 0 % I性別 、 年齢、 教育程度 に よ る差がほ と ん どな い j

⑥ 1 945.9.2 オー ス ト ラ リ ア 人戦争特派員 w. パーチ ェ ッ ト が 広 島 の病院取材
＊ 「広 島 で は 、 原瀑が 市 を 涙滅 し 、 人 々 が原 因 の 分 か ら な い ま ま に 、 次 々 に 恐 ろ し い死 を 迎 え て い る 。

大爆発 に も 無偽 だ っ た 人 々 が 、 「原子病J (the atomic plague) と しか表現で き な い よ う な未知の何かが原

因 で， ・ ・ ・ 社は世界への誓告 と な る よ う に 、 で き る だ け 冷 静 に こ の 事 実 を報告する。 」
＊ 英 国 メ デ ィ ア 用 だ っ たた め 、 大部分無低で検問室通過 9.5 に 「原子病」 と い う 見出 し で ロ ン ド ン ・ デ
ー リ ー エ ク ス プ レ ス 1 面 に掲載 世界に転載許可
＊ （同 じ 9.5 に ニ ュ ー ヨ ー ク タ イ ム ズに も 広島発の記事 た だ し病院取材 記事はな し）

⑦ 米 当 局に よ る 対応
* 9 月 9 日 か ら T． フ ァ ー レル将軍の調査団 を 広 島 に 派遺 報 告 を う け 当 局 は 、 日 本 人が放射椋被瑳で死
んでいた と し て も 「 数は非常に少 な く 」 、 十分な医寮が受 け ら れ な い こ と が 部分的な原因 、 広島 では植物
生 弯 し放射能 レペル極めて低い 、 と 発表
＊ フ ァ ー レルは棗京の記 者 会 見 で 、 原遵が残留放射線 を 生 じ た と い う 見解 を 無条 件 に 否定 ガンマ線被瀑
者は認め た が ［ 毒 ガ ス の類はい っ さ い放 出 さ れな か っ た 」 と 強調 マ ス コ ミ は 壽 ガ ス の 否 定 を 重 視
＊ ア メ リ カ 言じ者の広 島 入 り を規制 ト ル ー マ ン が r 最 重 要 な 国 家安全保障 に影響が あ る 」 と 原爆 報 消 の
自 粛 を要請 → 日 本での原爆の影響に 閉す る 記事は数か 月 途絶 え た

⑧ 米 当 局の 日 本 の新聞検閲 な ど
* 1 945 .9 1 9  GHQ が 包括的 な 新聞検閲指針・ ・ ・ 事実上 、 日 本 の 新 聞 で 広 島 の記事全面 禁 止
＊ 直 後 に 本 に 関 す る 検 閲 ｝原爆研究の科学綸文 も 無期限留 め 僅 き
＊ 検閲 は 1949. 1 2 ま で 科学論文は そ の 2 年後 ま で 自 由 な 発表 不 可 原爆 は文字通 り 禁 じ られたテ ー マ
＊ 映画や写真の規制 4:5 ~ 68 の間極秘の記録映函 、 46 ~ 83 の問非公開 の カ ラ ー映画等

写哀に ついて 一別記 〈 a >

（ ア メ リ カ にお け る 科学者への規制 略）

⑨ 1 946 に は公式見枯への正面か ら の批判が登場 ・ ・ ・ 科学者 ・ 教会 ・ ジ ャ ー ナ リ ス ト 等
* I 米国の キ リ ス ト 者 と し て 、 原瀑の無貰任な使用 に つ い て ｀ 深 く 悔い改 め て い る 。 骰争に 関 す る 原則
的判断が ど う あ ろ う と 、 広 島 と 長節 に 対す る 突然の原澤投下 が 道 徳的 に 弁 明 の 余地の な い問題 だ と い う
点 で は 一 致 し て い る 。 • • 原爆は文字 どお り 、 十 万 人 の 死が 明 臼 な状況の 中 で 、 特 別 の 習 告 も な し に 投下
さ れた。 J ( 1 946.3.5 連邦教会評窺会 22 名 のプ ロ テ ス タ ン ト 指屯者）
＊ 「 日 本時間 1 945 年 8 月 6 日 午前 8 時 ！ 5 分 、 広 島 上 空 で原爆 が 閃 光 を 発 し た 瞬間 、 東洋製讀工場 人 事
部 に 勤務す る 佐 々 木 と し 子は 工場の 自 分 の席 に座 り 、 隣 の席 に い る 女性 に 話 し かけ よ う と 、 顔 を 向 け た
と こ ろだ っ た。 」 （ハ ー シー 「 ヒ ロ シマ J 1 946.8 雑誌 f ニ ュ ー ヨ ー カ ーJ に 68 頁 に わ た る 読み物 と し て ）
＊ 大反響 ・ ・ ・ 売 り 切れ、 市 長 が 全 市 民 に 、 ア イ ン シ ュ タ イ ン 千部希望 、 ラ ジ オで朗読他

⑩ 公式見解の再主張
＊ 原爆投下関係者が投下正 当 化の主 張 を あ ら た め て 明 ら か にす る 取 り 組み
＊ コ ナ ン ト の勧め バ ンデ ィ ら の 協 力 も う け て ス テ ィ ム ソ ンが ！合 文 を ま と め る 。
* 1 947 年 2 月 、 雑誌 『ハー バー ズ』 に 「原爆使用 の決定」 と 題 し て 発 表
＊ コ ナ ン ト の指摘 指導的科学者は投下 に 反 対 で は な か っ た 、 公開実験提案は 「現実的 で はな か っ た J 、
日 本は降伏寸飾 と い う の は 「試合が終わ っ て か ら 戦況 を批評 す る よ う な 人」 で批判すべ き 。 「裟文は主 と
し て 事実 に 基づ き 」 書 く よ う に。
＊ 主張の概要 と そ の影響 別記 < b )  ( C )  

⑪ ス テ ィ ム ソ ン絵 文の背 後 で ・ ・ ・
＊ ス テ イ ム ソ ンの記事が 出 て ほ ん の 数 日 後 、 新 し く で き た 原 子 力委員 会が初会合 を 開 い た。 こ の時点 で
は 、 米国 1ま 十 三 個 の原爆 を 祁薬庫 に 持 っ て い た が 、 す ぐ 使 え る 状態の も の は 一 発 も な か っ た。 蟻事録に
よ る と 、 き わ めて 直 要 な こ の会議で 、 f核兵器 と 原子炉の ど ち ら に重 点 を 置 く かが議始 さ れ、 兵器の方 に
優先順位 を お く こ と が ほ ぽ合 意 さ れた。 」 水爆 を 含 め 、 新 し い装 置 の 実埃や開 発 、 ロ ス ア ラ モ ス の再構築、
原爆材料製造の拡大に最大の努力 を払 う こ と に な っ た。 ＜ こ の部分は ． 全文 上 記 震 よ り 引 用 ＞

史 料 D
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<、

反
対
派
の
中
で
b
;二
1

0
万
人
の
全
員
を
揖
し 、

そ
の
半
分
が
第
二
次
大
敗
の
僚
還
兵
だ
と
い
う
在
路
軍
人
会

は
比
較
的
穏
霞
な
立
鳩
を
と
っ
て
い
た 。

つ
ま
り ｀

原
爆
液
害
の
展
示
自
体
に
は
反
対
せ
ず 、

ひ
し
ろ ｀

ヒ
ロ
シ
マ

や
ナ
ガ
サ
キ
が
軍
事
慢
能
も
も
っ

た
都
市
で
あ
っ

た
こ
と
や
原
爆
投
下
に
よ
っ

て
終
軟
が
年
ま
リ 、

米
兵
の
g
牲
が

軽
減
し
た
と
い
う
投
下
の
功
絨
も

明
示
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た ．

そ
れ
放
に ｀
一
時 、

航
空
宇
宙
博

物
襖
剃
と
の
歩
み
寄
り
b

見
ら
れ
た
が 、

最
も
強
硬
な
反
対
派
は
空
箪
関
係
の
帰
遺
兵
で
慣
成
さ
れ
て
い
た
空
箪
協

会
で
あ
っ

た 。空
軍
協
会
は
一
九
九
四
年
三
月
時
点
で 、
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
と
エ
／
ラ
・

ゲ
イ」

と
題
す
る
報
告
書

を
作
成
し 、

博
物
舘
側
の
展
示
案
を
全
面
的
に
批
判
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
始
め
て
い
た 。

ま
た 、

早
く
か
ら
エ
ノ

ラ
・

ゲ
イ
の
保
存
運
動
を
し
て
い
た
空
軍
の
退
役
軍
人
た
ち
を
中
心
と
す
る
エ
ノ
う
・

ゲ
イ
保
存
展
示
委
員
会
は 、

博
物
誼
に
対
し
て
「
入
館
者
が
米
国
忙
ェ
ノ
う
・

ゲ
イ
の
問
着
な
功
禎
に
跨
り
を
b
て
る
よ
う
な
愛
国
的
な
方
法
で

工
ノ
ラ
・

ゲ
イ
の
展
示
を
お
こ
な
う」

よ
う
求
め
る
H
願
を
開
始
し 、

空
軍
協
会
が
柑
告
誓
を
だ
し
た
時
点
で
す
で

に
ハ
0
0
0
人
の
賛
同
者
を
簗
め
て
い
た ．

こ
の
よ
う
な
勤
き
に
後
押
し
さ
れ
て 、

空
軍
協
会
は
展
示
案
を
紙
し
く

祖
判
す
る
立
湯
を
と
っ
た ．

た
と
え
ば 、

第
一
に 、

米
国
側
の
捐
牲
者
の
説
明
に
比
ぺ
て 、

B、
29
か
ら
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
に
よ
る
日
本
側

の
悽
牲
者
の
説
明
が
は
ろ
か
に
く
わ
し
く 、

日
本
人
に
同
漬
的
す
ぎ
る
こ
と 、

第
二
に 、

日
本
側
の
侵
略
行
為
の
鋭

明
を
濯
充
し
て
パ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
と
し
て
も ｀
「
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て 、

そ
れ
は
報
復
の
殷
争
で

あ
リ 、

日
本
人
に
と
っ

て
は 、

西
洋
帝
国
主
覆
に
対
す
る
自
ら
の
熙
類
の
文
化
を
守
る
戟
争
で
あ
っ

た」

と
い
う

記

述
は
不
可
解
で
あ
る
こ
と 、

第
三
に 、

展
示
某
は
第
二
次
大
軟
に
村
け
る
米
国
と
日
本
を
あ
た
か
も
遺
徳
的
に
同
苺

で
わ
る
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
お
り 、

入
丘
者
は
『4
史
や
事
実
で
は
な
く 、

党
派
的
な
解
釈
を
閲
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る 、

な
ど
と
批
判
し
た 。

そ
の
上
で 、

展
示
案
は
米
国
の
安
全
保
障
に
果
た
し
て
い
る
軍
隊
の
役
割
に
せ
烹
を
払
う

で�｝

ペ
さ
と
い
う 、

琺
会
が
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
に
与
え
た
指
示
か
ら
し
乖
減
し
て
い
る
と
非
馘
し
た ．

つ
ま
リ 、

空
軍
協
会
側
は 、

展
示
案
が
米
国
の
国
防
に
お
け
る
軍
岬
の
貨
彫
に
依
戟
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
愛

国
主
在
的
な
主
張
を
展
開
T
る
と
と
b
に 、

原
燎
投
下
問
題
を
日
本
側
か
ら
の
視
点
も
入
れ
て
展
示
し
よ
う
と
し
た ｀

い
わ
ば
多
文
化
主
狡
的
な
展
示
妥
勢
に
b
強
く

反
発
し
た 。

渾
冥 、

空
軍
協
会
は
そ
の
藉
告
書
の
中
で
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
協
会
が
一

九
が
0
年
代
半
ば
か
ら
多
文
化
主
埃
的
な
展
示
の
導
入
を
図
っ
て
お
り 、

今
回
の
エ
ノ
ラ
・

ゲ
イ
の
肝

示
案
し
そ
の
延
長
珠
上
に
あ
る
と
批
判
し
て
い
た ．

ぽ
兵
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
営
国
主
綬
的
な
主
張
に
は
政
治
家
も
た
や
す
く
岡
凶
し
た 。

そ
の
輿
型
が
一
九
九
四

年
九
月
二
三
日
に
連
邦
租
会
の
上
院
で
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
上
院
決
ほ
二
五
七
号
で
あ
っ
た 。

房書月五日

こ
の
展
覧
全
に
は
戟
争
の
悲
椿
な
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で 、

子
供
を
連
れ
て
入
出
さ
れ
る
方
は
御
承

爆
知
お
き
下
さ
い ．

原た

占

れ

割

ら

波

葬
岩

r
り＂レ

四

一

相

ピ

の

ノ

蜆

．

争

ブ

蔽

ッ

米

リ

日
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く
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ユ
ニ
ッ
ト
2

原
爆
投
下
の
決
定

gj

「
人
績
の
歴
史
上
存
在
し
た
こ
と
の
な
い
最
も
恐
ろ
し
い
兵
き

8
本
の
和
平
工
作

ソ
遍
の
璽
因

目
書
の
遍
定

日
本
本
工
慢
攻
ー

巨
大
な
沖
鳩
聞

ト
ル
ー

マ
ン 、
ス
タ
ー

リ
ン 、
ポ
ツ
ダ
ム 、

そ
し
て
原
爛

9.
,

 

ユ
ニ
ッ
ト
3

胴
爆
投
下

131

B
羽
――-
＋
置
ド
ル
の
II
け

B
29
と
日
本
蝙
軍

世
界
員
初
の
順
爆
攻
竃
量

空
の
璽
冨

B
29
「
エ
ノ
ラ
ii
ゲ
イ」

5
 

2
 

ユ
ニ
ッ
ト
5

広
島
と
長
鱒
の
這
歴

1

日
本
隋
伏

冷
区
と
核
璽
拡
厄
争

ユ
ニ
ッ
ト
ー

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
旧
闘

55

太
平
洋
に
お
け
る
鸞
釘
ー一

九
四
五
年

敲
へ
の
松
明

対
日
載
謁
爛
攣

ll
騎
下
の
8
米
国
畏

ヨ
ー

ロ
ッ
バ
閲
謄
の
日

“

ノヽe

歴
史
の
餃
路�

V

欝
二
次
世
界
大
載
の
終
結 、

原
爆
そ
し
て
冷
祖
の
起
洩

ユ
ニ
ッ
ト
4

蝙
心
地

193

景
慮
以
約
1

駐
縛
下
の
二
郎
市

n
雷
崩
の
よ
う
に
樗
し
賽
せ
る
光j

電
減
し
た
髯
市

広
璽
と
畏
鴫

死
に
至
る
局
厩

放
射
鯰

ス
ミ
ノ
ニ
ア
ン
国
立
賦
空
字
宙

躙
蜘
占
字
紅
員

< f > 

＼
 4
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1

へ
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乞
一

午
蕊

直轟溢
計 l8の憎物館 、 蔓術誼 国立動物園からなる スミソニアン は 、 世界

最大の 博物鯰群です。 スミ ソ：：アン 協会は1ぼ、3,650万 点 も の 文 化

遺 澄 や襟本を所冦し、 これを米国で公間しています ． また、 研究磯

閲 と しても知られる スミソニアン協会は 、 公 共 教育やサービスのほ

か 、 芸術 ・ 科学 ・ 歴史分野での奨学金制度といった、 さまざまな活動

に 力 を 注いでいます． スミソニアン協会は、 1�4
.
6年1こ英国人科学者

ジェームズ・ スミソ ン が 「 知埠の向上と著及」 の ために米国に寄隈し

た資金 によって設立されました．

履
史
上
の
II
繍

原
爆
投
下
決
定
は
正
し
か
っ

た
か
？

五
十
年
を
経
て
も 、

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
織
論
は
お
さ
ま
る
こ
と
が
な
い ．

研
究
呑
の
多
く
は ．

原
爆
は
戟
争

を
早
問
に
た
桔
さ
せ
多
数
の
仕一
命
を
救
っ

た
と
論
じ
紐
け
て
い
る ．

た
と
え 、

本
土
侵
攻
で
出
る
米
軍
兵
士
の
戟

死
名
数
が 、

戟
は
に
行
わ
れ
た
授
計
よ
リ
着
し
く
低
い
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
で
あ
る ．

他
方 ．

原
爆
投
下
は

不
必
要
で
あ
っ

た
と
す
る
学
者
た
ち
も
い
る ．

ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
に
は
幾
つ
か
の
選
択
じ
が
存
在
し
て
い
た
の

に 、

た
だ
ソ
連
を
章
割
し
た
い
が
た
め
に
計
画
を
惰
遁
し
て
い
っ
た
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る ．

学
者
た
ち
の
多
く
が
一
致
し
て
い
る
点
は 、

惰
か
に
ソ
連
の
存
在
は
ト

ル
ー

マ
ン
と
慣
近
た
ち
の
考
え
方
に
影

響
を
与
え
た
が 、

米
軍
兵
士
の
生
命
と
戟
争
の
ニ
期
終
結
の
ほ
う
が
も
っ
と
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る ．

1
な
「
原
爆
投
下
の
決
定」

な
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ

た
と
す
る
歴
史
家
も
多
い ．

ト
ル
ー

マ
ン
は
す

で
に
進
行
中
の
作
戦
準
傭
活
動
を
単
に
承
認
L
た
だ
け
で
あ
り 、
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
＂
園」
の
勢
い
は
と
ど
め
よ

ぅ
し
な
か
っ
た ．

土
た ｀

ド
イ
ツ
と
日
本
の
郭
市
に
戟
咋
曝
輩
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
原
爆
投
下
を
行
う
こ
と

を
容
易
に
し
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る ．

し
か
し 、

本
土
侵
攻
お
よ
び
事
前
警
告
な
し
の
原
爆
投
下
に
か
わ
る
他
の
選
択
枝
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る 。

例
え
ば 、

天
皇
の
地
位
を
保
liE
し 、

厩
爆
の
実
際
の
威
力
を
鮎
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
見
せ

つ
け
る
か 、

あ
る
い
は
日
本
の
損
害
を
増
大
さ
せ
る
濯
上
封
観

空
製

ソ
連
参
戟
の
結
果
を
待
つ
か
で
あ
る ．

だ
が

こ
の
よ
う
な
選
択
駐
は 、

あ
と
か
ら
考
娯
す
る
か
ら
こ
そ
明
確
に
な
る
も
の
で
あ
リ 、

た
と
え
こ
れ
ら
の

方
法
を
取
っ

た
と
し
て

は
た
し
て
日
本
政
府
が
早
n
に
降
伏
し
た
か
と
う
か
は
投
鋼
の
域
を
出
な
い
以
上、

「
原
慇
投
下
決
定」

を
め
ぐ
る
賛
否
両
論
の
譲
は
11
こ
れ
か
ら
も
iw．
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ら・
フ ．

「
原
爆
症」

R
初 、

広
島
と

任
崎
で
原
爆
の
憧
牲
者
を
治
療
し
た
医
者
た
ち
は ．

こ
の
爆
弾
に
よ
る
外
傷
の
ひ
ど
さ
に
圧
倒

さ
れ
て
し
え
っ

尺

最
初
の
閃
光
を
浴
び
て
生
き
残
っ

た
人
々
が
苦
し
ん
だ
ひ
ど
い
火
渇
は 、

持
に
衝
撃
的
で
賃

（
べ
き
も
の
で
あ
っ

ぢ

着
物
の
布
が
焼
け
て 、

皮
膚
に
食
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
場
合
も
あ
っ

た ．

し
か
し
本
当
の
畿
が
生
し
た
の
は 、

説
明
で
き
な
い
食
欲
の
減
退 ．

吐
さ
気 、

嘔
吐 、

異
常
な
氾
き 、

下
痢
そ

し
て
体
全
体
の
不
綱
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
っ

た 。

爆
発
後
三
十
分
か
ら
三
時
間
工
で
の
間
に 、

生
存
者
の
三
〇 ．ハ

ー
セ
ン
ト

は
ど
に
こ
れ
ら
の
症
状
が
単
独
で
現
れ
る
か
復
合
し
て
現
れ
た ．

広
島
で
は
八
月
十
七
日
ま
で
に ．

百

八
十
一
人
が
こ
れ
ら
の
症
状
を
示
L
説
明
で
き
な
い
死
を
迷
げ
た．

f
h
た
し
の
妹
は
す
ぐ

下
捐
を
始
め ｀

そ
れ
か
ら
紫
色
の
斑
点
が
皮
れ
に
出
て
き
ま
し
た ．

こ
れ
が
叢
期
の
し

る
し
で
し
た ．

妹
は`
う
わ
ご
と
を
つ
ぶ
や
き
始
め
ま
し
た 。

水
は
負
傷
し
た
名
に
よ
く
な
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た

が ．

欲
し
が
る
だ
け
や
り
ま
し
た ．

私
に
は
最
後
が
近
い
と
分
か
っ
て
い
た
の
で
す」

長
崎

青
木
久
江

嫉
患
者
と
は
原
子
憑
弾
の
被
害
を
受
け
て
過
去
キ
世
紀
の
間
生
き
延
び
て
き
た
人
々
を
指
す
言
案
で
あ
る ．

披

矮
名
の
中
に
は
嫉
爆
し
た
こ
と
を
物
託
る
ケ
ロ
イ
ド
を
依
然
と
し
て
b
つ
人
が
い
る ．

彼
ら
は
友
人
や
肉
親
の
命

を
奪
っ

た
体
顔
の
あ
と
も
な
お
生
き
延
び
て
い
る
こ
と
に
心
遅
的
な
否
痛
を
感
じ
て
い
る ．

多
く
の
仮
是
者
た
ち

は ．

戟
後
の
同
抱
た
ち
の
差
別
と
偏
見
に
も
低
ま
さ
れ
て
き
た ．

と
い
う
の
は ｀

生
存
者
に
は
放
射
能
が
残
っ
て

い
る
と
信
t
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る ．

鼓
烙
者
は
g
分
た
ら
が
白
血
病
や
悪
性
櫨
厖
に
か
か
る
率
が
音
通
の
人

よ
り
多
い
と
い
う
亭
実
を
知
っ

て
い
る ．

援
憑
し
て
生
き
残
る
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
こ
と
で
あ
る
か
は 、

彼
ら

だ
け
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る ．

「
人
々
の
皮
店
は
黒
憔
げ
で
あ
っ

た ．

繁
し

焼
か
れ
て
な
く
な
り 、

莉
か
ら
見
て
い
る
の
か
後
ろ
か
ら
見
て
い

る
の
か
し

分
か
ら
な
い
状
氾
だ
っ
た ．

腕
を
前
に
出
し
て
垂`
ら
し 、

皮
膚
は 、

読
だ
け
で
な
く

航
か
ら
も

体
か
ら

し
垂
れ
下
が
っ
て
い
た ．

い
ま
で
も
思
い
出
せ
る
が

ま
る
で
歩
く
幽
霊
の
よ
う
だ
っ
たj

広
鳥

八
百
厘
店
主

黙 ラ 映 協 ィ ゎ < h >  
示 1J 像 会 マ せ ー

録 ゲ と 理
｀
ノ る 九

的 イ 被 事 は 威 九
破 '- 燥 会 · 野 五
壊 i.l 品 苺 大 が 年
を を の 統 再 —
し ま 屎 忠 頷 ：：： 月
の さ 示 告

｀
I、て 三

ば し か と 副 わ 十
せ 〈 ら 1可 大 た B
る 軍 敬 意 統 つ

‘

被 部 去 に 領 て 険
忌 が す 基

‘
米 忍

屁 望 る づ 上 国 な
も ん よ い 院 餓 政
な だ っ て の 会 治
く よ 命

｀
多 か 的

｀ う 令 厄 数 ら 雰
た に し 介 派 あ 囲
f' ‘ 

た な 指 つ 気
機 腺

゜
展 導 た が

体 絡 戟 示 者 た 高
だ も 闘 台

‘
め ま

け な の 本 下
‘

る
が く｀ 屈 ＾ 院 ス な
底 史 ス 譲 ミ か
ホ 説 に ク 長 ‘ノ

｀

さ 明 お リ
‘ 二 そ

スミソニアン の澤物位と笑街館ば 、 首 都 ワ シントンのワシントン記念
れ も い プ 最 ア し
る な て 卜 高 ン て

塔 から国会頂事 堂にいたるナショナル ・ モール地区に立ち並んでい こ 〈 最 - 故 協 協
ます。 その 他6つ の 博物館と動物園 は ワ シ ン ト ン都市圏の 別の 場所 と ‘ 大 の 判 会 会

にあり ｀ クーバー ・ ヒ ュー イット国立デザイン博物誼 国立アメ ＇）カ ・ イ と そ の 発 所 会 の

ンディアン博物誼ジョージ ・ グ スタフ ・ ヘ イ ・ センターはニューヨーク市 な の 殺 行 長 長 碁

に 置 かれてい ま す 。 また スミソ ニアンで最も新しい博物誼 となる国 つ 飛 粒 を 直 I 金

立アフリカ系ア メ リカ 人歴史文化漬物館ぱ ワ シ ン ト ン市のナショナ ， た 行 を 停 ・ 弓 I

ル ・ モール 地区に設立される計画です 。 芸 街産棠舘は改作のため が な 止 ス マ き
も し し ミ イ 上

休 館 中 となっています。 た た ソ ケ げ

http:/ /www.si.edu/ guides/japanese.htm ら --, 1ど ニ ル を
し エ 惨 ア ・ に
た ノ な ン ヘ お

被
爆
者
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私
は 、
日
本
に
来
る
前 、
脈
子
燻
弾
は
日
本
人
に
た
い
す
る

天
罰
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た。
日
本

軍
は
あ
ち
こ
ち
で
残
忍
非
道
な
虐
殺
を
お
こ
な
っ

た
か
ら 、
そ
う
い
う
罰
を
受
け
た
の
だ 、
因
果
応
転
で

あ
り 、
天
を
恨
む
ぺ
き
で 、
人
を
と
が
め
て
は
な
ら
な
い
と
も
考
え
て
い
ま
し
た 。

あ
ま
り

書
き
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が 、
「
東
京
に
も一
発
落
と
す
ぺ
き
だ
っ

た」
と
い
う
人
も
い
ま
す 。

日
本
の
侵
軽
歎
争
に
た
い
す
る
怒
り
に
よ
る
過
漱
な
考
え
だ
と
思
い
ま
す 。
当
時
日
本
は
も
し
絡
伏
せ
ず 、

戟
争
が
さ
ら
に
の
び
た
ら 、
自
分
た
ち
の
命
と
安
全
も
保
悶
さ
れ
な
い
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
す 。

近
年 、
日
本
の
大
新
聞
よ
り
も
地
方
紙
の
ほ
う
が 、
よ
り
積
極
的
に
日
本
軍
の
侵
略
に
よ
る
被
害
状
況

を
利
道
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す 。
そ
の
か
か
わ
り
で 、
と
う
ぜ
ん 、
原
燿
に
た
い
す
る
見
方
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す 。

つ
ぎ
の
ン
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
の
見
方
は 、
中
国
新
聞 、
神
戸
新
閲 、
信
濃
毎
日
新
聞
か
ら
引
用
し
た
コ
メ

ン
ト

で
す 。

「
多
く
の
死
者
を
出
し
た
原
燿
も
許
さ
れ
な
い
残
虐
行
為
だ 。
虐
殺
も
被
爆
体
験
も 、
ふ
た
た
び
戟
争

を
し
な
い
た
め
の
歴
史
と
し
て
店＇り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

「
原
燿
記
念
日
に
広
島 、
長
崎
で
式
典
を
す
る
の
に 、
外
g
侵
略
の
事
実
を
反
省
し
な
い
の
は
な
ぜ

ヵ
「
原
爆
資
料
館
に
は
日
本
の
費
任
が
欠
け
て
い
る。
「
な
ぜ
原
爆
を
受
け
た
の
か」
と
い
う
歴
史
が
足

り
な
い 。
r
戦
争
で
日
本
は
米
国
に
負
け
た
だ
け」
と
い
う
庇
汲
は
ま
ち
が
っ

て
い
る」

汲
初
の
コ
メ
ン
ト

に
見
ら
れ
る
よ
う
に 、
「
原
瀑
ぱ
残
虐
行
為」
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
は 、

た
い
へ
ん
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す。
被
害
者
の
私
た
ち
が 、
日
本
の
民
衆
も
同
じ
被
害
者
だ
と
認
織
し
は

じ
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す。

74999
 

五
年
前 、
戦
争
被
害
者
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
郎
来
さ
ん
と
奥
さ
ん
が 、
日
本
の
被
潟
者
に
招
待
さ
れ

ま
し
た 。
そ
の
さ
い 、
広
島
城
跡
の
第
五
師
団
歩
兵
第一
―
連
際
の
慰
霊
碑
ま
で
案
内
さ
れ
た
と
き 、
郎

さ
ん
夫
鳩
ば
そ
こ
へ
行
く
の
を
拒
ん
だ
の
で
す。
マ
レ
ー

半
島
の
各
地
で
住
民
虐
殺
を
<
b
か
え
し
て
い

た―
一
連
隊
の
武
勲
を
た
た
え
る
も
の
だ
っ

た
か
ら
で
す 。
彼
ら
に
よ
っ
て
鄭
さ
ん
の
家
族
は
み
な
殺
し

に
さ
れ 、
自
身
も
剣
で
数
回
剌
さ
れ
た
の
で
す
が 、
九
死
に一
生
を
え
て
生
き
残
っ

た
の
で
す 。

し
か
し 、
翌
日 、
披
燿
し
た
郵
便
局
内
の
追
悼
碑
の
前
で 、
案
内
役
の
日
本
人
か
ら
説
明
を
聞
い
て 、

鄭
さ
ん
は
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た 。
中
国
の
こ
と
わ
ざ
で
「
測
懇
心
人
皆
有」（
人
は
だ
れ
も
同
情
し
て
哀
れ

む
情
を
も
っ
て
い
る）
と
い
う
よ
う
に 、
日
本
の
民
衆
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
衆
も
同
じ

犠
牲
考
被
害
者

な
の
だ
と
思
っ
て 、
邸
さ
ん
ぱ
涙
を
流
し
た
の
で
す 。
そ
の
犠
牲
者
は
と
う
ぜ
ん
被
燿
者
を
含
ん
で
い
ま

す 。
こ
の
よ
う
に 、
被
燻
者
に
同
情
す
る
マ
レ
ー
ツ
ア
人
も
い
る
の
で
す。

し
か
し 、
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
た
後 、
あ
る
被
瀑
者
が
彼
ら
と
の
交
流
会
で
「
ア
メ
リ
カ
は
ほ
ん
と

と
い
っ
た
と
き 、
被
害
者
た
ち
ば
「
日
本
が
侵

う
に
原
爆
投
下
を
必
要
と
し
た
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い」だ

ろ
う」
「
原
爆
投
下
が
な
け
れ
ば 、
日
本
が
敗
戦

略
歎
争
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
原
爆
投
下
は
な
か
っ
たな

ど
と、
す
ぐ
に
反
綸
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
3
軍
縮

を
拒
ん
で 、
ア
ジ
ア
の
復
社
が
過
え
た
だ
ろ
う」

問
翡
資
料」
九
二
年
九
月
号） 。

あ
き
ら
か
に 、
双
方
の
原
瀑
に
た
い
す
る
認
識
に
ほ
大
き
な
落
差
が
存
在
し
て
い
ま
す 。
「
原
爆
ギ
ャ

ッ
プ」
と
い
う
人
も
い
ま
す 。
た
だ 、
被
害
者
た
ち
は
病
い
民
衆
の
立
場
に
立
つ
と、
そ
れ
ば
加
害
者
の

日
本
人
の
問
題
で
あっ
て
も
同
潰
す
る
こ
と
が
で
さ
る
の
で
す 。

こ
と
が
あ
り
ま
す 。
悲
惨

私
も
広
島
へ
よ
く

講
濱
に
呼
ば
れ
て
い
き 、
平
和
記
念
館
を一
度
見
学
し
たで

す 。
広
島
を
訪
れ
る
た
び

を
き
わ
め
た
被
害
の
状
況
は 、
日
本
人
以
上
に
よ
く

理
触
し
て
い
る
つ
も
りす 。

し
か
し 、
そ
の
修
正
の
条

に 、
い
ま
ま
で
自
分
が
も
っ
て
い
た
「
天
郭
観」
を
任
正
し
た
く
な
り
ま

件
と
し
て
は 、
や
は
り

加
害
者
側
の
日
本
人
が
ま
ず、
自
国
と
自
身
の
罪
と 、
起
こ
し
た
猷
争
費
任
を
認

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す 。

陸培春 『も っ と知 り たい東南ア ジア』 岩波ジュ ニア新書

歴教協編 『ちゃんと 知 り たい 日 本の戦争ハン ドブ ッ ク』 吉木書店

⑮ 
「三光作戦」 と は どのよう なものですか

A 消京大虐殺1が 日 中 戟争の象徴的 な事件ですが ， 実は規模 ・ 範囲 に お
い て も ， 犠牲者 致 に お いて も ， 日 中戦争最大の被菩 を 中 国国民に も た ら し た も

9 ん こ う

のが 「て三光作戦j だ っ た の です。 「三光1祖剥 と い う 言 菜 は 日 中戟争屯 志北
で 日 本軍 が お こ な っ た蘊磁 （ 家 や物 を す べ て焼 き 払 う こ と ） ， 籍磁 （版底 的 に
討 ち 滅ぽ し て し ま う こ と ） 作戦 に た い し て ， 中 国 憫 が そ の 実 態 か ら f姪菟］
（殺 し つ 〈 す ） ， 涌記 （ 奪 い つ く す） ， 瀑妃 （焼 き つ 〈 す） と い う 耳品 を あ

給 ヽ ゲ ア ン

て ． ま と め て 「 三 光 作栽」 と 名 づけた も の です3
t l  9 ,  9, 、 人

日 本軍 が こ の 三 光作 戦 を 実施 す る よ う に な っ た の は ， ＞八路菜 （ 喉 ：lヒに お けf 9 ( I..,.にヤ9«ん

る 共産 軍 ） の 百 団大萩」 に た い す る 反緊 と し て 始め た と い う 説が 多 く ． そ
れは1940年秋 か ら と い わ れ て い ま す。 当 時八路宜ば巫北で民来 に 支行 さ れ ． 解
枚区 を ひ ろ げて い ま し た 。 40年 8 月 か ら 秋 に か け て の 八路 宜 1 15団40 万 人 の
「百団大毅j と 呼ぶ奇軽攻 撃 Ii , 日 本の 益北支配に 大 き な 披祷 を 与 え る こ と に
な り ， 日 本 直 の対共ー産軍認磁は 一 変 し ま し た 。 以後， U 本軍は八路．屯 と 民衆 とm ; 9 ヽ
の分断を ば か る た め ， 治安地 区 と 共歴党が指＃す る 知放 区 ・ 遼翌地区 と の閻 に
l . ,' ん こ り

涅断壕 を 堀 ら せ た り ， 八路軍 と 通 じ て い る と み な し た 片和活 を 急聾 し て ， 住民 を
殺 し， 食柑 を奪い， 笑落 を 一軒残 ら ず焼い て し ま う 作｝伐 を と る よ う に な り ま し

9 9 〈 ＾ っ

た。 日 本策指揮官た ち は 共産繁力 を 撲滅 し な い か ぎ り 治安雑持は で さ な い と 考
え ， 「 従 わ な い 民来」 を 含 め て 敵 だか ら ， 手段 を 選ぶ必 要 は な い と し て 竺光作
祓 を 進 め て い き ま し た。 と く に 1941年 か ら 42年 に か け て 炎施 さ れ た 韮北 令域に
た い す る 「掃沼f乍祓」 は藷桧 を き わめ た も の で し た。 そ の代表的 な 例 と し て あ

てヽ ’ It人 1j ＜ ・ う 1 1  （ 砂

げ ら れ る の が河北省 定県の ヒ 瞳 村 （ 北坦村） 耳件で す 。 1942年 5 月 27 日 ， 北
支那方面箪は 奇費攻黙 を お こ な い ， 地下道 に 避難 し た 村 ぴ と に 吋じ ガ ス を 使用
し ま し た 。 そ の た め約 1 ,000 名 の 住 民が虐殺 さ れ ま し た 。 こ の湛件は 日 本軍の
記録や指揖官の 回想限が残 さ れ て い て ， そ れ と 中 国側村民の生存者の証汀が合
致 し て お り ， 非道な 三光作我がお こ な われ た こ と が実趾で き る 代表的 な 水件 で
す 。

三光作載 と い う 用 話の 伎 い方 は ま だ続ー さ れて い ない こ と も あ り ， 実態面か
ら 日 中戟争開始直後 に 起 き た事件 に こ の用討 を あ て て い る 例 や ， 蘇 北 以 外 で の
日 本直の残虚行為 を さ し て いる こ と も あ り ま す。 し か し 現 在 で 1よ ， 南 京大虐殺
な どの よ う に あ る 作我 に 伴 っ て 発生 し た侶発的， 一時的 な残虐行為 と ， f坦
滅」 そ の も の を 目 的 と し た計囲的 な作載 と は 区 別 す る 必 要 があ る と 考 え ら れて
い ま す。 そ し て ， 当 初 か ら 目 的 ・ 意紘的 な 作祓 と し て お こ な わ れ た 残虐行為が
三 光作戦であ る と 定衣 づ け が さ れ て い ま す．

そ の う え 恥�j戟の対 位 に - •般IT).tせ来が含 ま れて い る こ と を承知 し て 毒 ガ
ス を 使片l し た こ と は ， ユ ダヤ 人 に た い して お こ な われた './ .l. ノ サ イ ド と 同様の
行為が， ま さ に 日 本万 に よ っ て 中 困で お こ な わ れ た こ と を 示 し てい ま す。

（鈴木忠明）
参考文獄 姫田光炎 巨光（乍戟 と は何だ っ たの か」 岩波 書店 ， 1995／極原 彰 「「三光
作即 と 北支那方百:i:.J ｛手刊設争 資任研究J 20  · 2 1号 ， 日 本の政争責任資料セ ン ク
- ,  1998／石田 ら 治 ば か編 「 中 国i可北省に お け る 三光作載j ・大月 苦店 ， 2003

対英米閑戟 ( 1941 年） の の ち も 日 本宮 は つ ね に 八路万 の ゲ リ ラ 戦 と 住民の離
反 に 悩 ま さ れつ づ け ， 敗祓 ま で70万 人 か ら 100万人 も の兵力 を 中 国我紐 に は り
つ け な け ればな り ま せん で し た。 斉金紺達 と 中 国 人弱体化の た め ． 占 領地に大
供 の ア ヘ ン を 泣通 さ せ る と と も に ． ， 生物化学兵器 （ll; ガ ス や細酒 兵母） ま で".， 上 3 9 、" '・し 9

使用 し ま し た 。 細湘兵 器 の ほ 発 に あ た っ た • 七 芝 • •• •邪淋 （関東1it防 疫 船 水 祁）ヽ•人 t
と そ の支蔀では ， ペ ス ト ・ 腸チ フ ス ・ コ レ ラ ・ 流行怜出dIl熱 ， 炭糾な どの崩原
禎 を 兵器化 し ． 1942年 8 月 の証禎作戦 な ど中 l'!-:1 大飩で実阻1 に 大がか り な細薗戦
を 実括 し ま し た。 内 ガ ス も ， 当 初の 創浪ガ ス か ら く し ゃ みヤtガ ス ヘ． さ ら に は
イ ペ リ ッ ト や ル イ サ イ ト な ど致死性 ガ ス ま でfE わ れ ま し た。 大本常は ， 祐 ガ ス

• x 

（「行即翌」 と い い ま し た） は ， 娩盗 と と も に使if！ し て 「紙.::.ltjl/ifEffl ノ 屯実 ヲ 秘
シ 共鋲跡 ヲ 残サ サ ル 打l ク it必： ス ヘ シ」 （ 「 大胚指お345 号」 ） ） と 外国 に 梢報が漏れ
る の を 恐れ つ つ ． 中 国割 に報復・手段がな い こ と を い い こ と に ， 述はな悌 ガ ス 攻
雰 を続け さ せ ま し た （ 当 時の国際法で1よ 邸 ガ ス の 翌正· • 貯成1よ認め ら れて い ま し た が，
磁和こ お い て の使用1よtR じ ら れ て い 土 し f.:: ） 。
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